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「
栃
尾
市
の
誕
生
」

栃
尾
郷
一
町
九
カ
村
の
合
併
と
市
制
施
行
へ
の
取
り
組
み
は
、
昭
和

二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
に
始
ま
る
。
栃
尾
郷
の
区
域
内
に
あ
る
上
北

谷
村
の
う
ち
、
栃
尾
に
隣
接
す
る
小
貫
お
よ
び
土
ヶ
谷
二
集
落
が
、
上

北
谷
村
と
の
交
渉
の
末
、
栃
尾
町
に
合
併
す
る
こ
と
に
決
定
。
編
入
合

併
が
行
わ
れ
た
の
は
、
同
年
三
月
三
十
一
日
で
あ
っ
た
。

上
北
谷
村
の
一
部
の
編
入
合
併
後
、
栃
尾
郷
に
お
け
る
合
併
機
運
は

し
ば
ら
く
暗
中
模
索
の
状
態
を
続
け
た
。
合
併
を
め
ぐ
る
意
見
対
立
や

混
乱
が
あ
っ
た
が
、
三
古
地
方
事
務
所
長
ら
の
熱
心
な
合
併
促
進
の

奔
走
に
よ
り
、
急
速
に
合
併
市
制
施
行
へ
と
転
換
。
「
栃
尾
町
と
比
肩

ほ
ん
そ
う

す
る
織
物
産
地
で
あ
る
十
日
町
・
見
附
町
そ
の
ほ
か
の
同
規
模
の
各
町

が
合
併
後
市
制
を
施
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
状
況
」
が
合
併
に
踏
み
切

ら
せ
る
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
。

四
月
十
六
日
栃
尾
町
役
場
で
、
栃
尾
町
、
下
塩
谷
村
、
上
塩
谷
村
、

東
谷
村
、
荷
頃
村
の
五
カ
町
村
の
議
員
七
十
人
か
ら
成
る
町
村
合
併
促

進
協
議
会
が
開
か
れ
、
正
式
に
合
併
の
協
定
が
決
定
・
調
印
さ
れ
た
。

栃
尾
町
、
下
塩
谷
村
、
上
塩
谷
村
、
東
谷
村
、
荷
頃
村
の
五
カ
町
村
が

合
併
し
、
栃
尾
市
と
し
て
発
足
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
九
年
六
月
一
日

で
あ
っ
た
。

同
年
四
月
の
段
階
で
は
、
西
谷
・
半
蔵
金
・
入
東
谷
・
中
野
俣
の
四

カ
村
で
合
併
す
る
案
が
作
ら
れ
て
い
た
が
、
合
併
後
も
財
政
基
盤
が
弱

い
村
に
な
る
懸
念
か
ら
、
栃
尾
市
と
の
合
併
を
望
む
声
が
出
始
め
て
い

た
。
そ
し
て
、
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
三
月
三
十
一
日
の
入
東
谷

村
・
西
谷
村
、
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
九
月
三
十
日
の
中
野
俣

村
・
半
蔵
金
村
の
編
入
に
よ
っ
て
、
栃
尾
郷
の
合
併
は
完
成
し
た
。

（
栃
尾
市
史
下
巻

第
三
章
栃
尾
市
の
誕
生
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、

今
号
か
ら
「
栃
尾
市
の
あ
ゆ
み
」
を
紹
介
し
ま
す
。

行
政
管
理
課
広
報
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係
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施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 吉水ふれあい体育館 毎週月曜日
の 皆 楽 荘 毎週月曜日
休 美 術 館 毎週月曜日

４月17日オープン、毎週火曜日館 杜 々 の 森
４月28日オープン、毎週水曜日道 院 高 原

産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 無 休

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。
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日
本
経
済
に
や
や
明
る
い
兆
し
が
見
え
始

め
た
今
、
栃
尾
市
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
激
動
と
変
革
の
時
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
デ
フ
レ
の
影
響
は
今
な
お
色
濃

く
影
を
落
と
し
、
さ
ら
に
、
追
い
討
ち
を
か

け
る
よ
う
に
海
外
か
ら
の
低
価
格
商
品
の
国

内
へ
の
多
量
の
流
入
、
円
高
の
進
行
な
ど
、

取
巻
く
環
境
は
少
し
も
好
転
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
企
業
の
閉
鎖
・
倒
産
へ
の
心
配
は
今
も

続
き
、
そ
れ
に
伴
う
失
業
者
の
増
大
と
雇
用

不
安
な
ど
生
活
へ
の
不
安
は
増
大
す
る
ば
か

り
で
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
栃
尾
市

の
経
済
状
況
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
く
長
い

冬
の
季
節
を
じ
っ
と
耐
え
続
け
て
い
ま
す
。

市
政
に
お
い
て
も
、
全
国
的
に
進
行
し
て

い
る
少
子
高
齢
化
の
急
激
な
進
行
、
景
気
の

低
迷
、
そ
し
て
過
疎
な
ど
、
地
域
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。
市
の
財
政
に
お
い
て
は
、

人
口
の
減
少
、
地
場
産
業
の
低
迷
に
伴
う
税

収
の
減
少
、
三
位
一
体
改
革
や
国
・
県
の
財

政
状
況
悪
化
の
影
響
に
よ
る
財
源
の
圧
縮
な

ど
、
今
後
は
事
業
の
縮
小
や
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
も
影
響
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

市
制
施
行
五
十
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
、

平
成
十
六
年
度
予
算
は
、
住
民
と
と
も
に
痛

み
に
耐
え
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効

に
活
用
し
、
地
域
課
題
へ
の
対
応
、
住
民
福

祉
の
さ
ら
な
る
向
上
、
効
率
的
な
市
政
運
営
、

総
合
計
画
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
未

来
へ
の
夢
を
探
る
節
目
の
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
れ
で
は
平
成
十
六
年
度
の
重
点
施
策
に

つ
い
て
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
沿
っ
て
ご

説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
主
役
で
す
。
市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
主
役
と

し
て
の
役
割
り
を
自
覚
し
、
そ
の
責
任
を
い

か
に
果
た
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
が
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。し

か
し
、
地
方
分
権
も
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
も
、
そ
の
根
本
に
財
政
的
裏
づ
け
が
無

け
れ
ば
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

平
成
十
六
年
度
予
算
で
は
、
将
来
の
栃
尾

市
を
見
据
え
た
「
健
全
財
政
計
画
」
樹
立
の

た
め
の
財
政
対
策
費
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

栃
尾
市
の
健
全
財
政
を
堅
持
し
、
市
民
の
皆

様
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
財
政
基
盤
の
確
立

の
た
め
、
議
会
、
住
民
代
表
お
よ
び
有
識
者

か
ら
専
門
的
な
意
見
を
い
た
だ
く
委
員
会
組

織
を
設
置
し
、
一
・
二
年
先
で
は
な
く
十
年

先
を
も
見
据
え
た
中
で
今
後
の
財
政
運
営
、

事
務
事
業
の
あ
り
方
、
組
織
機
構
、
住
民
負

担
の
あ
り
方
な
ど
抜
本
的
な
検
討
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
市
は
昭
和
二
十
九
年
六
月
一
日
、
か
つ

て
の
栃
尾
町
、
下
塩
谷
村
、
上
塩
谷
村
、
東

谷
村
お
よ
び
荷
頃
村
が
合
併
し
、
市
制
を
施

行
。
後
に
入
東
谷
村
、
西
谷
村
、
中
野
俣
村
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

半
蔵
金
村
が
加
わ
り
、
現
在
の
栃
尾
市
と
な

っ
て
い
ま
す
。
本
年
は
、
市
制
施
行
か
ら
五

十
年
目
の
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
こ
の
た
め
、

市
民
こ
ぞ
っ
て
こ
れ
を
祝
う
た
め
の
予
算
を

計
上
し
、
暗
い
話
題
の
多
い
中
に
も
明
る
い

話
題
と
な
る
事
業
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

記
念
事
業
と
し
て
は
、
昨
年
、
プ
ロ
野
球

で
毎
年
最
下
位
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
を
優
勝

に
導
い
た
星
野
仙
一
前
監
督
の
講
演
会
を
皮

切
り
に
、
記
念
式
典
、
美
術
館
で
の
チ
ェ
コ

・
ア
ニ
メ
の
巨
匠
イ
ジ
ー
ト
ル
ン
カ
の
世
界

展
な
ど
の
企
画
展
、
現
在
の
市
民
生
活
を
後

世
に
残
す
市
民
生
活
ビ
デ
オ
作
成
、
記
念
市

勢
要
覧
の
作
成
、
福
祉
大
会
事
業
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
の
共
催
事
業
と
し
て
上
方
演
芸
会
な
ど
を

計
画
し
予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
、
市
内
の
全
地
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
に
あ
る
自
慢
で
き
る
も
の
を
「
一
村
一

品
一
景
」
と
し
て
募
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

こ
れ
ら
の
資
源
を
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と

し
「
自
然
と
歴
史
、
文
化
、
伝
統
の
ま
ち
栃

尾
」
を
売
り
出
し
て
い
く
た
め
の
予
算
を
計

上
い
た
し
ま
し
た
。
厳
し
い
財
政
の
中
、
市

民
と
行
政
と
が
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
栃
尾
ら

し
さ
、
栃
尾
の
埋
れ
て
い
る
資
源
を
発
掘
し
、

ま
ち
の
活
性
化
を
目
指
す
「
栃
尾
お
こ
し
推

進
事
業
」
と
し
て
、
ま
ち
お
こ
し
へ
の
調
査

・
研
究
、
事
業
実
施
、
特
産
品
の
開
発
な
ど
、

市
民
と
行
政
と
が
と
も
に
手
を
た
ず
さ
え
他

に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
期
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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石川雲蝶により手がけられた彫刻は市指定文
化財(貴渡神社・栃堀)。｢自然と歴史、文化、
伝統のまち栃尾｣を市外に発信します
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引
く
不
況
に
よ
り
市
税
収
入
が
大
き
く
減
少
。

ま
た
交
付
税
算
定
方
式
な
ど
の
見
直
し
に
よ

り
交
付
税
が
大
き
く
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
・
県
の
補
助
事
業

の
廃
止
・
縮
減
な
ど
に
よ
る
特
定
財
源
の
減

額
な
ど
、
減
額
要
素
の
み
の
か
つ
て
な
い
厳

し
い
状
況
で
す
。

新
年
度
予
算
は
、
健
全
財
政
の
堅
持
を
最

優
先
に
、
将
来
に
向
け
た
栃
尾
市
ら
し
さ
の

発
掘
や
地
域
課
題
へ
の
取
り
組
み
、
事
務
事

業
の
見
直
し
と
重
点
化
に
よ
る
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
の
推
進
、
義
務
的
経
費
の
縮
減
な

ど
に
努
め
ま
す
。

以
下
、
三
月
議
会
冒
頭
で
述
べ
た
市
長
の

施
政
方
針
に
よ
り
、
平
成
十
六
年
度
の
主
な

施
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
の
予
算
案
を
三
月
定
例
市

議
会
に
上
程
。
総
務
文
教
常
任
委
員
会
か
ら

温
泉
開
発
事
業
八
千
二
百
六
十
五
万
円
を
全

額
削
除
す
る
審
査
結
果
が
本
会
議
に
報
告
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
一
般
会
計
予
算
が
百
十
五

億
七
百
三
十
五
万
円
に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
前
年
度
に
比
べ
、
八
億
五
千
二
百
六
十

五
万
円
、
六
・
九
％
の
減
で
す
。

ま
た
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ

た
予
算
の
総
額
は
、
百
九
十
一
億
三
千
四
百

二
十
五
万
一
千
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
、

六
億
九
千
百
四
十
七
万
四
千
円
、
三
・
五
％

の
減
で
す
。

新
年
度
の
財
政
状
況
は
、
人
口
の
減
少
、

デ
フ
レ
経
済
の
深
刻
化
に
よ
る
景
気
の
悪
化
、

雇
用
不
安
と
失
業
率
の
増
加
な
ど
に
よ
る
長

一般会計歳入（万円）

平成16年度施政方針演
説を述べる馬場市長

一般会計歳出（万円）

昨年実施した｢市民対話集
会｣。栃尾らしさを生かし
たまちづくり推進のため、
市民とともに英知を出し合
い協働で進めていきます
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「
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
お

け
る
「
農
林
水
産
業
振
興
」
に
つ
き
ま
し
て

申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
は
、
素
晴
ら
し
い
可
能
性
を
秘
め
た

ま
ち
で
す
。
恵
ま
れ
た
自
然
、
豊
富
な
水
、

歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
文
化
と
産
業
な
ど
、

有
形
・
無
形
の
多
く
の
資
産
を
有
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
れ
ら

の
良
さ
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
農
林
業
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き

た
美
し
く
豊
か
な
自
然
と
、
豊
富
な
水
が
、

活
力
あ
る産

業
の
ま
ち
づ
く
り

米
の
輸
入
自
由
化
、
生
産
調
整
の
実
施
、
後

継
者
不
足
と
高
齢
化
の
進
行
、
土
地
改
良
事

業
の
遅
れ
な
ど
農
林
業
の
厳
し
い
現
状
か
ら
、

農
地
の
荒
廃
が
進
み
存
亡
の
危
機
を
迎
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、

本
年
度
の
農
林
業
関
係
予
算
は
、
中
山
間
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
生
産
・
生
活
環

境
、
農
林
業
基
盤
の
整
備
を
進
め
、
農
地
の

集
積
と
経
営
規
模
の
拡
大
、
生
産
コ
ス
ト
の

低
減
、
優
良
農
地
の
確
保
な
ど
、
地
域
の
実

情
に
あ
っ
た
事
業
、
棚
田
保
全
の
た
め
の
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
事
業
な
ど
農
地
の

荒
廃
の
防
止
を
期
す
事
業
、
中
山
間
地
域
に

お
け
る
生
産
基
盤
の
整
備
の
た
め
上
塩
地
区
、

入
東
谷
地
区
で
実
施
し
て
い
る
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
お
よ
び
吉
水
地
区
、
下
塩
地

区
の
県
営
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業
で
ほ

場
整
備
を
図
る
ほ
か
、
吉
水
江
改
修
工
事
と

し
て
の
県
営
事
業
中
山
間
地
域
総
合
農
地
防

災
事
業
を
継
続
す
る
た
め
の
所
要
経
費
を
予

算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

農
林
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
栃
堀
、
入

塩
川
間
の
農
免
道
路
の
開
設
工
事
を
継
続
し
、

基
幹
的
道
路
の
整
備
を
図
る
ほ
か
、
林
道
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
城
山
へ
の
登
山
道
と

し
て
の
利
用
も
望
め
る
林
道
長
峰
線
の
舗
装

を
フ
ォ
レ
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
整
備

事
業
と
し
て
進
め
、
今
後
の
栃
尾
市
の
農
林

業
の
持
続
的
な
発
展
と
振
興
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
化
し
た
有
機
栽

培
に
よ
る
安
全
で
安
心
で
き
る
野
菜
作
り
の

推
進
、
販
路
の
拡
大
、
農
業

と
観
光
と
の
融
合
、
高
付
加

価
値
付
与
追
求
、
農
村
地
域

の
活
性
化
の
た
め
、
農
業
総

合
振
興
事
業
、
首
都
圏
交
流

促
進
事
業
な
ど
を
実
施
す
る

予
算
を
計
上
す
る
と
と
も

に
、
本
年
度
も
、
国
、
県
な

ど
へ
積
極
的
な
運
動
を
展
開

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
「
工
業
振
興
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
基
幹
産
業
で

あ
り
ま
す
繊
維
産
業
が
、
長

引
く
経
済
不
況
に
よ
る
受
注

の
落
込
み
、
安
価
な
繊
維
製

品
の
海
外
か
ら
の
多
量
な
流
入
な
ど
、
そ
の

経
営
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
栃
尾
繊
維

産
業
の
再
生
に
向
け
た
手
始
め
と
、
総
合
計

画
の
「
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
、
地
場
産
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

支
援
事
業
を
立
ち
上
げ
、
織
物
組
合
と
と
も

に
繊
維
産
業
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
先
進
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
が
、
伝
統
に
培
わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、

先
端
技
術
導
入
に
よ
り
、
時
代
の
要
求
す
る

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
地
場
産
業
の
進

む
べ
き
未
来
へ
の
方
向
を
示
し
、
繊
維
産
業

が
再
生
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
不
況
時
に
お
け
る
経
営
安

定
の
た
め
の
資
金
援
助
と
し
て
、
不
況
対
策

緊
急
資
金
、
不
況
対
策
特
別
資
金
の
貸
付
制

度
を
継
続
す
る
ほ
か
、
従
前
の
産
地
振
興
援

助
事
業
補
助
金
お
よ
び
各
種
制
度
融
資
を
行

い
、
資
金
面
で
の
地
場
産
業
の
振
興
に
最
大

限
の
支
援
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

新
規
企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
景
気
の

低
迷
か
ら
、
企
業
の
投
資
意
欲
も
減
退
し
て

お
り
、
非
常
に
難
し
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
新
規
創
業
支
援
資
金
の
活
用
、
福

祉
産
業
の
誘
致
、
有
機
栽
培
に
よ
る
安
全
で

安
心
で
き
る
野
菜
な
ど
の
農
林
業
産
品
の
起

業
化
な
ど
、
粘
り
強
く
新
規
企
業
の
誘
致
、

起
業
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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半
蔵
金
の
棚
田
。
農
地
の
荒
廃
防
止
や

国
土
保
全
の
た
め
、
直
接
支
払
い
事
業

を
継
続
し
ま
す

栃尾市の基幹産業である繊維産業の再生
のため、県とともに地場産業振興アクシ
ョンプランを支援します

「
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
た
行
政
改
革
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
へ
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

と
し
て
、
勤
務
な
ど
で
休
日
し
か
時
間
の
取

れ
な
い
市
民
の
皆
様
の
た
め
、
昨
年
四
月
か

ら
市
役
所
窓
口
の
日
曜
日
の
対
応
、
十
一
月

か
ら
は
火
曜
日
の
午
後
七
時
ま
で
の
窓
口
時

間
延
長
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
度
は
さ
ら
に
、

公
民
館
図
書
室
の
開
館
時
間
を
火
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
二
時
間
延
長
し
、
午
後
七
時
ま

で
開
館
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
住
み
心
地
の
良
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
た

行
政
改
革

住
み
心
地
の
良
いま

ち
づ
く
り

昨
年
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
な
す
基
幹
道

路
一
般
国
道
二
九
〇
号
栃
尾
東
バ
イ
パ
ス
が

二
十
九
年
の
歳
月
を
か
け
全
線
開
通
い
た
し

ま
し
た
。
本
年
度
も
金
沢
平
堤
防
線
、
栃
尾

坂
金
町
線
、
平
中
野
俣
線
の
改
良
を
継
続
し
、

都
市
・
地
域
機
能
の
整
備
拡
充
を
図
り
「
住

み
心
地
の
良
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

当
市
に
と
っ
て
雪
の
克
服
な
く
し
て
「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備
」
を
図
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
本
年
度
も
栄
町
楡
原
線

な
ど
の
流
雪
溝
整
備
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

日
々
の
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
除
雪
機

械
の
整
備
事
業
を
行
い
、
除
雪
体
制
の
充
実

を
期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
年
、
道
路
除
雪
が
整
備
さ
れ
て
き
た
た

め
、
住
宅
の
雪
を
除
け
ば
雪
国
の
苦
し
み
は
、

大
き
く
軽
減
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
も

克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
を
継
続
し
、
克
雪

に
向
け
た
住
宅
の
新
築
・
改
造
に
補
助
を
継

続
し
、
市
民
の
皆
様
の
屋
根
雪
処
理
労
力
軽

減
を
図
り
ま
す
。

次
に
「
快
適
で
安
全
な
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
の
中
の
「
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
環
境

の
整
備
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
長
年
の
夢
で
あ
り
宿
願
で

あ
り
ま
し
た
栃
尾
市
内
で
の
温
泉
資
源
が
、

昨
年
の
調
査
で
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い

快
適
で
安
全
な

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

計
画
区
域
内
で
施
工
さ
れ
る
道
路
改
良
な
ど

他
工
事
と
あ
わ
せ
て
整
備
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
計
画
区
域
外
地
域

に
お
け
る
、
し
尿
、
生
活
雑
排
水
の
処
理
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
も
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
対
す
る
補
助
制
度
を
継
続
し
、
区
域

外
の
環
境
整
備
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

住
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
表
町

で
の
雁
木
の
整
備
保
存
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
も
住
宅
産
業
構
造
改
革
等
推
進
補
助

金
制
度
を
利
用
し
、
整
備
保
存
に
努
め
て
い

く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

「
安
全
な
暮
ら
し
の
確
保
に
つ
い
て
」
は
、

平
成
十
五
年
度
に
事
業
を
開
始
し
、
本
年
度

の
完
成
を
目
指
し
て
、
文
納
地
区
に
建
設
し

て
お
り
ま
す
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
事
業

経
費
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
活

ご
み
に
対
す
る
施
策
と
し
て
の
ご
み
処
理
に

つ
い
て
は
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
に
対
す
る

補
助
制
度
を
継
続
し
、
生
ご
み
の
抑
制
、
再

利
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
み
焼
却
時
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
抑
制
の
た
め
市
指
定
ゴ
ミ
袋

の
利
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

ほ
か
、
栃
尾
リ
サ
イ
ク
ル
作
戦
、
環
境
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
な
ど
に
よ
る
環
境
推
進
委
員
と
の

連
携
、
協
力
に
よ
り
、
住
民
の
ご
み
に
対
す

る
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
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る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

本
年
は
こ
の
可
能
性
に
再
度

挑
戦
し
、
市
民
の
皆
様
の
夢

の
実
現
を
と
も
に
喜
び
た
い

と
予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

少
な
い
予
算
、
暗
い
話
題
の

み
が
先
行
す
る
中
で
、
未
来

へ
の
栃
尾
市
の
新
た
な
可
能

性
、
夢
を
追
及
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
事
業

は
、
第
八
次
七
カ
年
計
画
が

終
了
し
、
本
年
度
は
、
平
地

区
区
画
整
理
区
域
内
、
栃
堀

地
区
の
管
路
の
整
備
を
図
っ

て
行
く
と
と
も
に
、
今
後
は
、

昨年度から休日や時間外の窓口
を開設。今年度は図書室の開館
時間を２時間延長します

昨年度と今年度の２カ年計画で実施している、廃棄物
最終処分場建設事業。ほかにも生ごみ処理機購入補助
などを行い、市民のごみ処理に対する意識を高めます



「
社
会
福
祉
の
充
実
」
政
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
生
活
に
困
窮
す
る
世
帯
へ
の
適
正
な

こ
ん
き
ゅ
う

保
護
は
も
と
よ
り
、
年
々
進
む
高
齢
化
社
会

を
念
頭
に
、
高
齢
者
、
心
身
障
害
者
な
ど
、

社
会
的
弱
者
と
い
わ
れ
る
方
々
に
対
し
国
・

県
の
各
制
度
の
利
用
と
合
わ
せ
、
市
単
独
で

一
層
の
充
実
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
に
対
し
て
平
成
十
六

年
度
予
算
で
は
、
新
た
な
在
宅
介
護
の
可
能

性
を
追
及
し
、
新
た
に
介
護
予
防
・
地
域
支

え
合
い
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
か
ら
高
齢
者
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対

応
と
し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
本
年
完
成
の
運

び
と
な
り
ま
す
社
会
福
祉
法
人
太
陽
福
祉
会

が
行
う
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
に
対
し
本
年
も
補
助
を

行
い
、
市
民
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
へ
の
要
望
に

応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
自
立
生
活
へ
の
支
援
の

た
め
、
寝
具
の
乾
燥
消
毒
や
雪
下
ろ
し
な
ど

の
生
活
支
援
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

健
康
な
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
と
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
単
位
老
人
ク
ラ

ブ
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

障
害
者
に
対
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

に
よ
る
知
的
障
害
者
の
自
立
生
活
の
支
援
、

負
担
軽
減
の
た
め
知
的
障
害
者
居
宅
生
活
支

援
費
支
給
事
業
を
継
続
す
る
ほ
か
、
知
的
障

害
者
施
設
訓
練
等
支
援
費
支
給
事
業
、
特
別

障
害
者
手
当
等
給
付
事
業
の
継
続
と
、
既
に

実
施
し
て
お
り
ま
す
重
度
心
身
障
害
者
に
対

す
る
入
院
食
事
療
養
費
、
在
宅
重
度
障
害
児

・
者
へ
の
日
常
生
活
用
具
の
給
付
、
身
体
障

害
児
・
者
補
装
具
の
給
付
、
ね
た
き
り
老
人

介
護
に
対
す
る
介
護
手
当
、
ね
た
き
り
老
人

紙
お
む
つ
給
付
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
、

腎
臓
機
能
障
害
者
へ
の
通
院
交
通
費
な
ど
の

単
独
助
成
制
度
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
心
豊
か
な
ひ
と
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」

で
は
、｢

学
校
教
育
の
整
備
充
実
」
と
し
て
、

本
年
度
も
初
等
教
育
の
重
要
性
を
重
視
し
、

創
造
性
豊
か
で
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
の

育
成
と
、
時
代
に
適
合
し
た
人
材
育
成
の
た

め
教
材
、
教
具
、
施
設
の
整
備
に
意
を
配
し

心
豊
か
な
ひ
と
を

育
む
ま
ち
づ
く
り

ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
五

日
制
に
伴
う
ゆ
と
り
教
育

に
つ
い
て
は
、
基
礎
教
育

の
充
実
に
重
点
を
お
き
、

次
世
代
を
担
う
人
材
の
育

成
の
た
め
、
不
況
な
ど
に

よ
る
家
庭
で
の
経
済
的
事

由
に
よ
る
修
学
困
難
者
へ

の
学
資
援
助
と
し
て
の
奨

学
金
貸
与
事
業
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
今

後
の
社
会
生
活
で
も
重
要

度
を
増
す
外
国
語
教
育
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
の

充
実
を
期
す
た
め
、
外
国

語
教
育
推
進
事
業
、
情
報

教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業

を
継
続
し
、
小
・
中
学
校

の
情
報
化
推
進
事
業
の
充

実
を
期
す
と
と
も
に
学
校

諸
設
備
整
備
を
進
め
子
ど

も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

心
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
栃
尾
や
ま
び
こ

ル
ー
ム
設
置
事
業
を
本
年
も
継
続
し
、
不
登

校
児
童
・
生
徒
適
応
指
導
を
行
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
就
園
奨

励
費
補
助
金
な
ど
に
よ
り
保
護
者
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
生
涯
学
習
の
推
進
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

学
校
五
日
制
に
伴
い
年
々
需
要
が
高
ま
っ
て

お
り
ま
す
学
童
保
育
を
本
年
度
も
、
栃
尾
東

小
学
校
、
栃
尾
南
小
学
校
の
二
カ
所
で
行
う

ほ
か
、
本
年
度
は
、
今
ま
で
国
の
補
助
事
業

で
あ
っ
た
子
供
セ
ン
タ
ー
事
業
を
子
ど
も
た

ち
の
体
験
活
動
な
ど
の
情
報
発
信
へ
と
リ
メ

ー
ク
し
、
実
施
す
る
よ
う
予
算
化
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
家
庭
教
育
学
級
の
開
設
、

い
き
い
き
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
夢
事
業
、
乳
幼

児
教
育
の
一
環
と
し
て
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
を
継
続
実
施
い
た
し
ま
す
。
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英
語
指
導
助
手
に
よ
る
英
語
の
授
業
。
今

後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
外
国
語
教
育
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す

昨
年
六
月
七
日
の
あ
そ
び
じ
ゅ
く
「
Ｓ
Ｌ
ば
ん
え

つ
物
語
号
で
Ｇ
Ｏ｣

。
今
年
度
も
あ
そ
び
じ
ゅ
く
や

学
童
保
育
な
ど
を
継
続
実
施
し
ま
す

「
商
業
振
興
」
に
つ
い
て
は
、
人
口
の
減

少
、
購
買
客
の
市
外
流
出
、
地
場
産
業
の
低

迷
、
さ
ら
に
、
長
引
く
不
況
な
ど
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
地
域
の
観

光
資
源
を
生
か
し
、
観
光
振
興
と
一
体
化
し

た
中
で
市
外
誘
客
を
図
り
、
関
係
者
の
協
力

を
得
な
が
ら
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
と
と

も
に
、
市
内
消
費
者
の
購
買
動
向
な
ど
を
的

確
に
と
ら
え
、
本
年
度
も
継
続
予
算
化
し
た

商
工
業
振
興
補
助
な
ど
に
よ
り
今
後
の
商
業

振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
も

商
工
会
が
実
施
す
る
共
通
商
品
券
発
行
事
業

に
補
助
を
行
い
、
市
内
客
層
掘
り
起
こ
し
に

協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
観
光
振
興
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

栃
尾
市
は
、
「
歴
史
と
文
化
、
伝
説
の

地
」
で
す
。
地
域
に
点
在
す
る
こ
れ
ら
の
資

源
を
数
え
あ
げ
れ
ば
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り

ま
い
き
ょ

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
観
光
資
源
と
し
「
観
光

振
興｣

、｢

商
業
振
興｣

、｢

工
業
振
興
」
に
生

か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
民

と
行
政
が
汗
と
知
恵
を
出
し
合
っ
て
「
歴
史

と
文
化
、
伝
説
の
地
栃
尾
」
を
売
り
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
幸
い
、
長

岡
地
域
広
域
行
政
組
合
の
広
域
観
光
推
進
事

業
の
ル
ー
ト
に
も
設
定
さ
れ
、
誘
客
が
図
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
道
の
駅
「
Ｒ
２
９
０
と
ち

お
」
を
中
心
に
年
々
栃
尾
の
恵
ま
れ
た
自
然
、

豊
か
な
水
、
豊
富
な
歴
史
遺
産
を
求
め
て
来

訪
者
が
増
加
し
、
平
成
十
四
年
度
の
入
込
み

客
は
八
十
八
万
人
に
も
達
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
Ｐ
Ｒ
の
た

め
東
京
原
宿
で
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
首

都
圏
交
流
事
業
な
ど
を
通
じ
、
交
流
人
口
の

増
加
を
期
し
て
い
く
と
同
時
に
観
光
資
源
再

発
掘
と
し
て
「
栃
尾
お
こ
し
推
進
事
業
」
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
年
度
は
新
た
に
観
光
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
作
成
に
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
観

光
振
興
支
援
事
業
に
継
続
し
て
補
助
を
行
う

た
め
所
要
経
費
を
予
算
化
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
恵
ま
れ
た
自
然
、
豊
か
な
水
、
豊
富

な
歴
史
遺
産
な
ど
、
栃
尾
の
資
産
を
広
域
的

見
地
か
ら
長
岡
地
方
拠
点
都
市
構
想
の
中
で

の
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
域
と
し
て
、

独
自
の
観
光
都
市
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

雇
用
の
確
保
と
安
定
を
期
す
「
雇
用
対

策
」
は
、
長
引
く
不
況
の
中
に
あ
っ
て
、
国

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
当
市
に
と
っ
て
も

重
要
か
つ
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
も
、
国
の
施
策
で
あ
る
緊

急
地
域
雇
用
創
出
特
別
基
金
事
業
を
継
続
し
、

新
た
な
雇
用
の
確
保
を
目
指
す
と
と
も
に
、

工
業
振
興
は
も
ち
ろ
ん
、
農
業
、
商
業
、
観

光
、
さ
ら
に
福
祉
産
業
に
も
目
を
向
け
、
市

民
の
雇
用
の
場
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
に
対
す

る
支
援
策
と
し
て
、
新
規
学
卒
者
の
地
元
就

職
に
対
す
る
ふ
る
さ
と
就
職
支
度
金
貸
与
制

度
を
継
続
し
、
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
受
け

皿
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な

労
働
力
の
確
保
と
地
元
定
住
策
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
人
に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

で
の
「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
に
お
い
て
本

年
度
は
、
少
子
化
対
策
に
主
眼
を
お
き
、
少

子
化
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
行
動
計
画
策
定
の

た
め
新
た
に
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
事

人
に
や
さ
し
い

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

業
を
立
ち
上
げ
、
少
子
高
齢
化
社
会
で
社
会

全
体
で
の
子
育
て
環
境
の
醸
成
を
期
し
た
い

じ
ょ
う
せ
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
に

つ
い
て
は
、
市
内
私
立
保
育
所
に
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
地
域
で
の
子
育
て

支
援
を
行
う
ほ
か
、
働
く
お
母
さ
ん
方
の
手

助
け
と
し
て
未
満
児
保
育
事
業
、
延
長
保
育

推
進
事
業
、
保
育
所
地
域
活
動
事
業
、
障
害

児
保
育
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

栃
尾
の
子
育
て
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
す
る

と
と
も
に
、
保
護
者
間
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
育
児
能
力
の
向
上
を
目
指
す
子
育

て
支
援
事
業
を
継
続
支
援
い
た
し
ま
す
。

保
護
者
に
対
す
る
保
育
経
費
の
軽
減
に
つ

い
て
は
、
他
市
町
村
に
比
べ
格
段
に
低
額
な

保
育
料
、
満
四
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
乳
幼

児
へ
の
医
療
扶
助
、
妊
産
婦
に
対
す
る
医
療

費
助
成
事
業
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
児

童
扶
養
手
当
の
補
完
と
し
て
の
児
童
育
成
見

舞
金
、
医
療
費
へ
の
単
独
助
成
制
度
な
ど
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
も
少
子
化

対
策
と
し
て
栃
尾
市
で
未
来
を
託
す
子
ど
も

を
安
心
し
て
生
み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
疾
病
の
早
期
発
見
と
治
療

を
図
る
た
め
に
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
各
種

健
診
事
業
は
、
健
診
内
容
を
さ
ら
に
充
実
す

る
と
と
も
に
保
健
指
導
に
よ
り
、
市
民
の
皆

様
の
健
康
管
理
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
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商店街の活性化と購買層の掘り起こしのた
め、商工会が行う共通商品券(とくとく商
品券)発行事業を今年度も支援します



○
市
制
五
十
周
年
記
念
事
業

二
、
五
〇
四

・
星
野
仙
一
五
十
周
年
記
念
講
演
会
事
業

・
美
術
館
企
画
展
「
チ
ェ
コ
・
ア
ニ
メ
の
巨

匠
イ
ジ
ー
ト
ル
ン
カ
の
世
界
展
」

・
市
民
生
活
ビ
デ
オ
作
成
事
業

・
市
勢
要
覧
作
成
事
業

・
栃
尾
市
福
祉
大
会
事
業

・
記
念
式
典
事
業

○
栃
尾
お
こ
し
推
進
事
業

四
一
〇

○
財
政
対
策
費

二
七

○
公
民
館
図
書
室
の
開
館
時
間
延
長

都
市
・
地
域
機
能
の
整
備

・
生
活
交
通
確
保
対
策
事
業

（
路
線
バ
ス
運
行
補
助
）

三
、
四
五
〇

・
都
市
計
画
街
路
改
良
工
事

（
金
沢
平
堤
防
線
、
栃
尾
坂
金
町
線
）

二
億
九
、
〇
一
〇

・
平
中
野
俣
線
改
良
工
事

五
、
〇
三
〇

◇
住
み
心
地
の
良
いま

ち
づ
く
り

◇
主
な
重
点
施
策

｢

市
民
主
役｣

の
ま
ち
づ
く
り

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

・
流
雪
溝
改
良
整
備

（
栄
町
楡
原
線
ほ
か
）

一
、
三
〇
〇

・
除
雪
機
械
整
備
事
業

三
、
〇
〇
〇

ゆ
と
り
あ
る
生
活
環
境
の
整
備

・
道
路
除
雪
委
託
料

一
億
〇
、
〇
〇
〇

・
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金

三
、
七
三
〇

・
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
補
助
金

一
、
二
五
〇

・
住
宅
産
業
構
造
改
革
等
推
進
事
業
補
助
金

（
雁
木
）

一
五
〇

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

五
億
九
、
八
五
一

安
全
な
暮
ら
し
の
確
保

・
最
終
処
分
場
建
設
事
業
（

年
度
ま
で
）

16
四
億
三
、
一
七
四

・
栃
尾
リ
サ
イ
ク
ル
作
戦

一
、
二
〇
〇

・
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
費
助
成
事
業一

〇
〇

・
ご
み
袋
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
事
業

二
、
五
七
八

◇
快
適
で
安
全
な

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

農
林
水
産
業
振
興

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

（
上
塩
地
区
、
入
東
地
区
）

九
、
五
八
八

・
県
営
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業

（
吉
水
地
区
、
下
塩
地
区
）

二
、
二
五
三

・
県
営
中
山
間
地
域
総
合
農
地
防
災
事
業

（
吉
水
江
改
修
）

五
六
九

・
県
営
農
地
環
境
整
備
事
業

（
下
来
伝
地
区
）

一
七
九

◇
活
力
あ
る産

業
の
ま
ち
づ
く
り

・
林
道
長
峰
線
舗
装
事
業

五
、
七
一
一

・
揮
発
油
税
身
替
農
道
整
備
事
業

（
栃
尾
地
区
農
免
道
路
）

三
、
五
八
三

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

一
億
八
、
〇
八
七

・
農
業
総
合
振
興
事
業

五
八
〇

（
施
設
園
芸
産
地
育
成
事
業
補
助
、
畑
作

振
興
モ
デ
ル
圃
場
委
託
ほ
か
）

・
首
都
圏
交
流
促
進
事
業

一
五
〇

工
業
振
興

・
地
場
産
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
支
援

事
業
補
助

三
、
〇
〇
〇
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平
成

年
度
一
般
会
計
予
算

16
主
な
事
業
の
内
容

（
単
位

万
円
）

‥

平成13年度から東京で開催している首都圏交流
促進事業。栃尾産野菜の販路拡大や交流人口の
増加などを図るため、今年度も実施します

「
芸
術
文
化
の
振
興
」
に
つ
い
て
本
年
度

は
、
市
内
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
芸
能
文

化
を
現
在
生
き
て
い
る
も
の
の
使
命
と
し
て

後
世
の
人
た
ち
に
継
承
す
る
た
め
、
伝
統
芸

能
記
録
保
存
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
伝
統
芸

能
が
無
形
の
文
化
遺
産
と
し
て
後
世
の
人
た

ち
に
継
承
さ
れ
、
地
域
資
源
と
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
の
面
で
は
、
明
る
く
活
力

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
昨
年
予
算
化

し
た
芸
術
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
金
を
さ

ら
に
利
用
し
や
す
い
形
態
で
継
続
し
、
芸
術

文
化
振
興
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

栃
尾
市
は
、
平
成
二
十
一
年
新
潟
国
体
の

剣
道
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
つ
い
て
は
、
体
育
協
会
を
中
心
に
関
係

団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
競
技
力
向
上
、

競
技
底
辺
の
拡
大
な
ど
を
図
り
、
各
種
大
会

で
の
活
躍
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
美
術
館
と
し
て
、
市
民
を
は
じ

め
県
内
外
か
ら
多
数
の
皆
様
の
来
館
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
美
術
館
で
は
、
本
年
は
市

制
施
行
五
十
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
企
画

展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
、
ふ
る
さ

と
美
術
館
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
展
、
所
蔵
作

品
を
中
心
と
し
た
常
設
展
、
さ
ら
に
、
美
術

教
育
の
一
環
と
し
て
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品

展
示
な
ど
を
行
い
、
市
民
の
皆
様
に
親
し
ま

れ
る
美
術
館
と
し
て
美
術
鑑
賞
機
会
の
充
実
、

創
作
教
育
の
醸
成
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て

じ
ょ
う
せ
い

お
り
ま
す
。

以
上
、
平
成
十
六
年
度
の
施
策
の
概
要
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

市
制
施
行
五
十
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

平
成
十
六
年
度
予
算
の
編
成
は
、
今
後
の
市

財
政
の
ひ
っ
迫
に
よ
る
大
き
な
痛
み
へ
の
第

一
歩
と
な
る
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
の
財
政
状
況
は
、
か
っ
て

な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
も
不
況
に

よ
る
影
響
、
三
位
一
体
改
革
な
ど
の
国
・
県

の
行
政
改
革
に
よ
る
市
町
村
へ
の
し
わ
寄
せ
、

主
要
基
金
の
枯
渇
な
ど
に
よ
り
平
成
十
七
年

こ

か

つ

度
以
降
は
、
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
が
続
く
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
は
、
歳
出
の
見
直
し
に
よ

る
抑
制
と
、
施
策
の
重
点
実
施
、
市
負
担
の

少
な
い
資
金
の
活
用
お
よ
び
単
独
事
業
の
厳

選
な
ど
に
よ
る
健
全
財
政
の
維
持
は
も
ち
ろ

ん
、
さ
ら
に
厳
し
い
行
財
政
改
革
を
断
行
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
成
十
六
年
度
は
、

将
来
の
行
財
政
運
営
に
向
け
検
討
委
員
会
を

設
置
し
今
後
の
組
織
機
構
、
市
民
と
行
政
と

が
と
も
に
汗
を
流
す
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、

住
民
負
担
な
ど
、
平
成
十
二
年
度
に
策
定
い

た
し
ま
し
た
行
政
改
革
大
綱
も
含
め
根
本
か

ら
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
明
る

く
活
力
あ
る
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
市
民
と
協
働
し
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
期
し
、
全
力
を
尽
く
す
所

存
で
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
と
市
議
会
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
、
平
成
十
六
年
度
の
施
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。
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昨
年
十
一
月
三
十
日
に
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
「
神
楽
合
同
公
演｣

。

伝
統
芸
能
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
記
録
ビ
デ
オ
を
作
成
し
ま
す

二
月
二
日
か
ら
美
術
館
で
開
催
し
た

「
と
ち
お
子
ど
も
作
品
展｣

。
ふ
る
さ
と

美
術
館
に
ふ
さ
わ
し
い
子
ど
も
た
ち
の

作
品
や
所
蔵
作
品
な
ど
を
展
示
し
、
美

術
鑑
賞
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す



・
私
立
保
育
所
入
所
委
託
事
業

三
億
五
、
一
一
二

・
延
長
保
育
推
進
事
業

二
、
〇
四
一

・
へ
き
地
保
育
所
管
理
運
営
事
業三

、
三
〇
四

・
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

五
二
〇

・
保
育
所
地
域
活
動
事
業

三
〇
〇

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業七

六
三

・
児
童
育
成
見
舞
金
事
業

二
五
二

学
校
教
育
の
整
備
充
実

・
栃
尾
や
ま
び
こ
ル
ー
ム
事
業

四
八
五

◇
心
豊
か
な
ひ
と
を

育
む
ま
ち
づ
く
り

・
外
国
語
教
育
推
進
事
業

九
二
九

・
奨
学
金
貸
付
事
業

二
、
一
七
八

・
情
報
教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業

二
九
七

・
情
報
化
推
進
事
業
（
小
・
中
学
校
）

一
、
八
二
〇

・
幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助
事
業

五
三
五

生
涯
学
習
の
推
進

・
学
童
ク
ラ
ブ
事
業

八
三
八

・
家
庭
教
育
学
級
開
設
事
業

五
五

・
い
き
い
き
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
夢
事
業

七
七

・
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

一
八

芸
術
文
化
の
振
興

・
伝
統
芸
能
記
録
保
存
事
業

四
〇
〇

・
芸
術
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
金

五
〇
〇

・
美
術
館
企
画
展
事
業

一
、
五
七
七

11
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特別会計予算
７６億２,６９０.１万円

１８億７,００５.９万円・国民健康保険
２７億７,８９３.５万円・老人保健医療
１０億６,５８４.７万円・下 水 道

４,１３２.９万円・簡 易 水 道
１２１.３万円・工業団地造成

９,６２１.６万円・農業集落排水
１７億５,１７１.８万円・介 護 保 険

２,１５８.４万円・介 護 支 援

企業会計予算
水道事業

４億１,９１２.１万円収益的収入
３億７,１７９.５万円収益的支出
１億１,６１３.１万円資本的収入
３億３,５５１.８万円資本的支出

ガス事業
５億１,１９０.６万円収益的収入
４億７,４９２.３万円収益的支出

２,８４２.９万円資本的収入
１億２,４４９.８万円資本的支出

保育所などで行われているあそびの教室。子
どもたちの健全な成長を願って、ブックスタ
ート事業や子育て支援センター事業を実施し
ます。また、働きながら子育てができるよう
に、未満児保育、延長保育など児童福祉の充
実を図ります

昨年10月５日に行われた守門マラソ
ン大会。体育協会や各種団体の協力
を得ながら、競技レベルの向上と競
技人口の拡大を図ります

・
不
況
対
策
緊
急
資
金
貸
付
事
業

七
億
一
、
〇
〇
〇

・
中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付
事
業六

、
〇
〇
〇

・
小
企
業
経
営
改
善
資
金
貸
付
事
業

一
、
〇
〇
〇

・
新
規
創
業
支
援
資
金
貸
付
事
業二

、
〇
〇
〇

・
不
況
対
策
特
別
資
金
貸
付
事
業八

、
〇
〇
〇

・
産
業
育
成
資
金
貸
付
事
業

四
、
〇
〇
〇

・
ふ
る
さ
と
就
職
支
度
金
貸
付
事
業

三
〇
〇

商
業
振
興

・
共
通
商
品
券
発
行
事
業
補
助
金

五
〇
〇

・
商
工
振
興
事
業
補
助
金

七
六
五

観
光
振
興

・
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
事
業
補
助一

五
〇

・
観
光
振
興
支
援
事
業
（
杜
々
の
森
）三

〇
〇

雇
用
対
策

・
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
基
金
事
業

（
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業
ほ
か
）

一
、
一
五
九

健
康
づ
く
り
の
推
進

・
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
事
業

二
二
七

・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

三
、
七
〇
八

・
妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業

二
五
三

・
健
康
診
査
事
業

五
、
二
五
五

・
予
防
接
種
事
業

二
、
五
〇
二

・
子
育
て
支
援
事
業

一
〇
〇

・
健
康
づ
く
り
事
業

一
〇
八

社
会
福
祉
の
充
実

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
補
助
事
業

九
、
五
五
三

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

二
億
四
、
一
四
七

・
介
護
支
援
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

八
〇
六

◇
人
に
や
さ
し
い

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

・
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

一
億
九
、
一
二
〇

・
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業二

、
〇
〇
〇

・
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業

三
九

・
家
族
介
護
者
等
支
援
交
流
事
業

一
五
〇

・
雪
下
ろ
し
支
援
事
業

一
六
八

・
ね
た
き
り
老
人
紙
お
む
つ
給
付

五
六
五

・
ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当
支
給

三
〇
〇

・
食
の
自
立
支
援
事
業

三
六
四

・
単
身
老
人
用
緊
急
通
報
装
置
設
置

一
三
七

・
老
人
ホ
ー
ム
等
入
所
措
置
委
託
料

六
、
六
九
三

・
特
別
障
害
者
手
当
等
給
付

三
、
五
六
一

・
知
的
障
害
者
施
設
訓
練
等
支
援
費

一
億
九
、
四
一
三

・
身
体
障
害
者
施
設
訓
練
等
支
援
費

二
、
八
二
二

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成二

、
八
六
九

・
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成

八
三
五

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
事
業一

三
五

・
敬
老
会
実
施
委
託
料

一
、
三
三
三

・
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業
補
助
金

四
一
四

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
事
業

一
、
五
〇
〇

・
未
満
児
保
育
事
業

一
、
六
二
〇
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昨年10月26日に杜々の森名水公園で行われた「あぶらげまつり｣。
アトレとど前の広場をイベント広場として整備し、誘客の増加を図ります

中央保育所で行われている生きがい
デイサービス。介護保険や保健医療
など福祉サービスの向上を図ります
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３
／

（
市
民
会
館
）

子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
杜
」

14

自
然
は
先
人
た
ち
か
ら
の
大
き
な
宝
物

子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
杜
」
が
公
演
さ
れ
、
観

客
は
大
き
な
拍
手
や
手
拍

子
を
送
り
な
が
ら
出
演
者

と
一
緒
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
学
校
五
日
制

に
伴
っ
て
公
民
館
が
「
い

き
い
き
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド

夢
事
業
」
の
一
つ
と
し
て
三
カ
年
計
画
で
行
っ
て
い
る
二
年
目
の
活
動

で
、
自
然
の
大
切
さ
を
訴
え
た
も
の
。
五
月
か
ら
練
習
を
始
め
た
小
学

三
年
生
か
ら
中
学
一
年
生
ま
で
の
三
十
七
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
「
合

唱
や
ダ
ン
ス
、
民
踊
な
ど
を
指
導
し
て
く
れ
た
先
生
、
そ
し
て
多
く
の

ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
し
た
い
」
と
公
演
で
き
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

と
ち
お
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
は
、
ス
キ
ー

場
利
用
者
に
感
謝
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
あ
り
が
と

う
祭
」
を
、
今
年
も
同
ス
キ
ー
場
で
開
催
し
ま

し
た
。
会
場
で
は
、
親
子
そ
り
レ
ー
ス
や
ス
ノ

ー
モ
ー
ビ
ル
試
乗
体
験
、
的
あ
て
ゲ
ー
ム
な
ど

が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
残
り
わ
ず
か
な

ウ
イ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

栃
尾
南
小
学
校
六
年
生

は
三
月
十
九
日
、
手
づ
く

り
の
案
内
看
板
や
ス
タ
ン

プ
な
ど
を｢
秋
葉
公
園
を
育

む
会｣

に
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
会
の
活
動

を
知
っ
た
児
童
た
ち
が
、

｢

自
分
た
ち
も
役
立
ち
た

い｣

と
総
合
学
習
で
行
っ
た

秋
葉
公
園
の
花
植
え
や
池

の
清
掃
、
各
種
調
査
結
果

な
ど
を
ま
と
め
、
思
い
を

届
け
た
も
の
で
す
。

｢

市
民
に
愛
さ
れ
る
公
園
づ

く
り
に
役
立
ち
た
い｣

と
、

小
林
正
樹
会
長
に
思
い
を

伝
え
る
児
童
た
ち

ファミリースキー場

３／７ありがとう祭２００４

的あてゲームを楽しむ親子

栃
尾
南
小
６
年
生
が

秋
葉
公
園
の
案
内
看
板
な
ど
を
製
作

市
と
日
本
雪
工
学
会
上
信
越
支
部
は
、

「
積
雪
期
に
お
け
る
市
民
の
た
め
の
地

震
防
災
講
演
会
」
を
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。

新
潟
大
学
の
青
山
清
道
教
授
と
新
潟

工
科
大
学
の
深
澤
大
輔
教
授
が
、
建
設

業
や
消
防
の
関
係
者
な
ど
約
七
十
人
に
、

県
内
の
地
震
災
害
の
事
例
や
市
内
の
災

害
の
歴
史
な
ど
を
示
し
な
が
ら
講
演
。

「
被
害
を
軽
減
す
る
工
夫
、
地
震
に
強
い

街
づ
く
り
、
避
難
経
路
の
確
認
・
確
保
、

屋
根
雪
処
理
の
軽
減
な
ど
、
日
ご
ろ
の
取

り
組
み
が
大
切
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

３
／

地
震
防
災
講
演
会

11

練習の成果を発揮し、
熱演する子どもたち

「あなたの地区の屋根雪
処理と地震対策」と題し
講演する深澤教授

「
積
雪
期
の
地
震
被
害
の

特
徴
と
そ
の
課
題
」
と
題

し
講
演
す
る
青
山
教
授

出演者全員で最後の合唱

12
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希
望
と
期
待
を
胸
に

旅
立
ち
の
季
節

尾
高
校
で
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

栃
尾
高
校
は
三
月
三
日
、
五
十
六
回
目
の
卒
業
式
を
行

い
、
総
合
学
科
五
期
生
二
百
十
八
人
が
卒
業
証
書
を
手
に

し
、
進
学
や
就
職
に
母
校
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

中
学
校
の
第
十
六
回
卒
業
式
が
三
月
八
日
に
行
わ
れ
、

二
百
四
十
七
人
（
秋
葉
中
百
二
十
八
人
・
刈
谷
田
中
百
十

九
人
）
が
晴
れ
や
か
に
高
校
や
社
会
へ
と
、
三
年
間
通
い

慣
れ
た
学
び
や
を
後
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
校
で
も
二
百
二
十
九
人
が
三
月
二
十
五
日

に
卒
業
式
を
迎
え
ま
し
た
。
創
立
百
三
十
周
年
を
迎
え
た

荷
頃
小
学
校
で
は
、
六
年
間
の
思
い
出
と
中
学
校
へ
の
大

き
な
期
待
を
胸
に
、
ま
だ
少
し
大
き
め
の
中
学
校
の
制
服

を
着
た
十
一
人
の
卒
業
生
が
、
校
長
先
生
か
ら
卒
業
証
書

を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

越後早春の奇祭

ほだれ祭下来伝の

樹
齢
八
百
年
と
も
い
わ
れ
る
御
神
木
に
、

二
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
し
め
縄
を
奉
納

し
て
ス
タ
ー
ト
。
今
年
の
初
嫁
厄
払
い

に
は
、
市
内
や
長
岡
市
な
ど
か
ら
九
人

の
初
嫁
が
参
加
し
ま
し
た
。

家
内
安
全
や
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
願

し
た
あ
と
、
御
神
酒
鏡
開
き
、
ほ
だ
れ

太
鼓
の
演
奏
と
続
き
、
御
神
体
の
御
移

降
で
祭
り
は
最
高
潮
。
御
神
体
み
こ
し

に
乗
っ
た
初
嫁
や
外
国
人
女
性
た
ち
は
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
声

が
か
か
る
と
、
こ
ぼ
れ
そ
う
な
笑
顔
で

応
え
て
い
ま
し
た
。

市
外
か
ら
参
加
し
た
初
嫁
は
「
す
ご

い
祭
り
で
す
ね
」
と
語
り
、
飛
び
入
り

で
み
こ
し
を
担
い
だ
観
客
た
ち
と
一
緒

に
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

子
宝
や
安
産
を
願
っ
て
み
こ
し
に

乗
る
初
嫁

卒
業
生
全
員
で｢

旅
立
ち
の
日
に｣

を
合
唱
・
刈
谷
田
中

学びやを後にする卒業生・秋葉中

ほ
だ
れ
祭
」
が
、
市
内
外
か
ら
大
勢

の
観
客
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

卒業証書授与・栃尾高校

消
防
、
山
岳
会
な
ど
の
関
係
者
約
六
十
人
が
参
加
し
て
、

道
院
高
原
で
冬
山
遭
難
者
救
助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
県
の
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
協
力
を
要
請
。
冬
山
の
遭
難
者
救
助
は
危
険
を
伴
う

と
あ
っ
て
、
参
加
者
た
ち
は
捜
索
・
救
出
・
救
助
活
動
、
資

機
材
搬
送
な
ど
の
訓
練
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

３
／

冬
山
遭
難
者
救
助
訓
練

21

守
門
岳
を
背
景
に
遭
難
者
を
収
容

す
る
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー



市
は
教
育
、
行
政
、
福
祉
な
ど
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
を
図
る
た

め
、
市
役
所
や
小
・
中
学
校
、
郵
便

局
、
公
共
施
設
な
ど
を
光
フ
ァ
イ
バ

ー
で
結
ぶ
事
業
（
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ

ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
）
を
昨
年

六
月
か
ら
進
め
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し

ま
し
た
。

四
月
一
日
か
ら
、
市
内
二
十
三
の

施
設
に
設
置
し
た
住
民
公
開
端
末

（
下
表
）
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
、
市
役
所
へ
の
行
政
相
談
、
公

共
施
設
の
予
約
状
況
の
確
認
、
図
書

の
検
索
・
予
約
、
地
理
情
報
提
供
の

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

住
民
公
開
端
末
は
、
画
面
を
指
で

操
作
す
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
で
、
パ

ソ
コ
ン
に
不
慣
れ
な
人
で
も
簡
単
に

操
作
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ

い
。

今
回
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
結
ば
れ
た

施
設
は
、
住
民
公
開
端
末
を
設
置
し

た
施
設
の
ほ
か
に
、
小
・
中
学
校
、

郵
便
局
な
ど
の
四
十
一
公
共
施
設
で
、

通
信
速
度
は
最
大
百
メ
ガ
ビ
ッ
ト
／

秒(Mbps)

、
全
長
は
約
五
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。

住
民
公
開
端
末
お
よ
び
家
庭
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
提
供
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
四
月
一
日
か
ら

次
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

行
政
全
般
に
つ
い
て
、
市
の
担
当

者
と
カ
メ
ラ
映
像
を
通
し
て
顔
を
見

な
が
ら
相
談
で
き
ま
す
。

※
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
民
公
開
端

末
の
み
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

市
民
会
館
や
文
化
セ
ン
タ
ー
、
総

合
体
育
館
、
お
り
な
す
な
ど
の
施
設

の
利
用
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

今
後
は
利
用
予
約
の
申
し
込
み
も

で
き
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

◆
行
政
相
談

◆
公
共
施
設
予
約
状
況
確
認

新
し
い
サ
ー
ビ
ス

公
民
館
図
書
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
四
万
三
千
冊
の
書
籍
情
報
か
ら
、

貸
出
状
況
の
照
会
や
予
約
の
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

予
約
に
は
利
用
者
番
号
（
Ｉ
Ｄ
）

と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
の
で
、

希
望
す
る
人
は
図
書
室
の
窓
口
に
申

。

し
出
て
く
だ
さ
い

国
土
地
理
院
の
二
万
五
千
分
の
一

の
地
図
（
地
形
図
）
と
市
全
体
を
撮

影
し
た
航
空
写
真
を
も
と
に
、
市
内

の
各
地
域
や
施
設
な
ど
の
位
置
を
検

索
で
き
ま
す
。

◆
図
書
検
索
・
予
約

◆
地
理
情
報
の
提
供

今
回
の
事
業
に
よ
り
、
市
内
小
・

中
学
校
間
も
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
結
ば

れ
ま
し
た
。

各
学
校
に
設
置
し
た
遠
隔
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
他
校
と
の

テ
レ
ビ
会
議
や
共
同
授
業
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
教

育
支
援
シ
ス
テ
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
使
っ
た
、
高
度
な
情
報
処

理
教
育
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

行
政
管
理
課
情
報
推
進
係

問
合
せ52

Email:gyousei.@city.
tochio.niigata.jp

学
校
教
育
へ
の
展
開

15
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インターネットで各種サービスが利用可能に

電子市役所の実現に向けて
新しいサービスを提供します

http://www.city.tochio.niigata.jp/栃尾市ホームページ、各種サービスの利用は

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
に
設
置

し
た
住
民
公
開
端
末

＜住民公開端末の設置施設＞
1 市役所市民ホール
2 公民館（文化センター内）
3 公民館図書室（文化センター内）
4 栃尾市美術館
5 総合体育館
6 市民会館
7 皆楽荘
8 保健福祉センター
9 産業交流センター「おりなす」
10 道の駅「Ｒ２９０とちお」
11 ふるさと交流会館（栃堀）
12 栗山沢冬期健康増進センター
13 新山克雪生活センター
14 半蔵金防雪センター
15 栃尾郵便局
16 吉水郵便局
17 二日町郵便局
18 東谷郵便局
19 栃堀郵便局
20 入東谷郵便局
21 荷頃郵便局
22 西谷郵便局
23 中野俣郵便局

1
2

7
5

14
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栃
尾
南
小
・
東
小
の
四
年
生

サ
ケ
の
稚
魚
七
万
匹
を
放
流

東
谷
小
学
校
六
年
生
三
十
三
人

は
二
月
二
十
九
日
、
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
で
舞
踊
組
込
劇
「
植
村
角

左
衛
門
」
を
上
演
し
ま
し
た
。

「
な
ぜ
栃
尾
で
織
物
が
盛
ん
に

な
っ
た
か
」
考
え
た
こ
と
が
な
か

っ
た
児
童
た
ち
は
、
校
区
に
あ
る

貴
渡
神
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
植
村

た
か
の
り

角
左
衛
門
翁
に
着
目
。
ど
ん
な
人

な
の
か
調
べ
て
み
た
く
な
り
、
学

習
の
結
果
わ
か
っ
た
い
ろ
ん
な
こ

と
を
多
く
の
人
た
ち
に
伝
え
た
い

と
、
劇
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

栃
尾
南
小
学
校
四
年

生
五
十
八
人
は
三
月
二

十
二
日
、
翌
二
十
三
日

に
は
栃
尾
東
小
学
校
四

年
生
六
十
六
人
が
、
刈

谷
田
川
と
西
谷
川
の
合

流
地
点
で
サ
ケ
の
稚
魚

約
七
万
匹
を
放
流
し
ま

し
た
。

い
ず
れ
の
学
校
も
総

合
学
習
で
環
境
問
題
に

つ
い
て
学
習
し
、
刈
谷

田
川
に
も
サ
ケ
が
遡
上
す
る
こ

そ
じ
ょ
う

と
を
知
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、

刈
谷
田
川
漁
業
協
同
組
合
（
諸
橋

貞
夫
組
合
長
）
の
協
力
を
得
て
実

施
し
た
も
の
。
南
小
学
校

で
は
、
稚
魚
の
ふ
化
に
挑

戦
し
百
匹
ほ
ど
が
誕
生
し

た
も
の
の
、
す
べ
て
死
ん

で
し
ま
う
と
い
う
事
故
も

あ
り
ま
し
た
。

両
校
の
児
童
は
、
「
三

年
、
四
年
後
に
元
気
に
戻

っ
て
こ
い
よ
」
と
声
を
掛

け
な
が
ら
放
流
し
、｢

こ
れ

か
ら
も
川
を
き
れ
い
に
し

よ
う
」
と
話
し
合
っ
て
い

ま
し
た
。

上
塩
小
学
校
四
年
生

六
人
は
、
卵
か
ら
育
て

た
ヤ
マ
メ
約
百
匹
を
塩

谷
川
に
放
流
し
ま
し
た
。

昨
年
、
総
合
学
習
で

塩
谷
川
を
探
検
し
、
思

っ
た
よ
り
も
魚
が
少
な

い
こ
と
に
気
づ
い
た
児

童
が
「
自
分
た
ち
で
ヤ

マ
メ
を
育
て
て
川
に
帰
そ
う
」
と
飼
育
を
開
始
。
放
流
に
あ

た
り
「
ヤ
マ
メ
の
卒
業
式
」
を
企
画
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

「
川
に
は
敵
が
い
た
り
す
る
け
ど
体
に
気
を
つ
け
て
、
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
卒
業
証
書
を

贈
り
、
ヤ
マ
メ
の
門
出
を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。

上
塩
小
四
年
生

３
／

ヤ
マ
メ
の
稚
魚
を
放
流
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三
校
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
合
同
の
「
吹
奏
楽

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
三
月
二

十
一
日
、
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
初
め
て
楽
器
に
さ
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち

も
「
メ
リ
ー
さ
ん
の
羊
」
を
演
奏
。
会
場
に
詰

め
か
け
た
約
三
百
人
か
ら
は
、
一
曲
ご
と
に
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
（
表
紙
）

栃尾高校、秋葉中学校、刈谷田中学校

吹奏楽フレンドシップ・コンサート

東谷小学校６年生33人が

｢植村角左衛門｣を熱演

サケを放流する児童・栃尾南小

「
元
気
に
戻
っ
て
こ
い
よ
」
と

声
を
掛
け
る
児
童
・
栃
尾
東
小

込
劇
は
、
中
西
義
夫
校
長
が
書

き
上
げ
た
脚
本
を
も
と
に
、
地
元

の
人
た
ち
か
ら
昔
な
が
ら
の
地
踊

り
と
太
鼓
の
指
導
を
受
け
、
織
物

組
合
や
栃
尾
民
栄
会
な
ど
の
協
力

に
よ
り
完
成
。
短
期
間
の
練
習
に

も
か
か
わ
ら
ず
見
事
に
演
じ
た
児

童
た
ち
は
、
ユ
ー
モ
ア
も
取
り
入

れ
て
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
観
客
た
ち
も
、
栃
尾
織
物

中
興
の
祖
「
植
村
角
左
衛
門
」
の

偉
業
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

｢恵まれた自然を生かすためには養蚕・織物を
盛んに｣と持論を説く植村角左衛門(右端)

｢ひょっこりひょうたん島｣を楽
しく演奏する３校の吹奏楽部員

ヤマメを放流する児童



平
成
十
五
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
は
、
低
迷
状
況
に
あ
る
地
域
経
済

の
中
で
、
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
税

率
を
引
き
下
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
成
十
四
年
十
月
の
医
療
制
度
改
革

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
度
医
療
の
進

展
な
ど
で
医
療
費
が
予
想
を
超
え
る

増
加
傾
向
に
あ
り
、
さ
ら
に
国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
う
ち
四
十
歳
か
ら

六
十
五
歳
ま
で
の
人
が
負
担
す
る
平

成
十
六
年
度
介
護
納
付
金
の
額
が
大

幅
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
を
引
き
上
げ
る
改
正
案
を
提
出

し
ま
し
た
が
、
反
対
多
数
で
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

乳
幼
児
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
、
重

度
心
身
障
害
者
に
対
す
る
入
院
時
食

事
療
養
費
標
準
負
担
額
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
県
の
助
成
に
加
え
栃
尾
市

独
自
に
住
民
税
課
税
世
帯
に
も
全
額

助
成
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
隣
市
町

村
で
上
乗
せ
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ご

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

改
定
を
否
決

入
院
時
食
事
療
養
費
標
準

負
担
額
の
助
成
見
直
し
を

否
決

く
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
住
民
税
課
税
世
帯
に

つ
い
て
は
負
担
を
求
め
る
次
の
改
正

案
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
反
対
多
数

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
改
正
案

▽
乳
幼
児
の
医
療
費
助
成

全
額
助
成
を
半
額
助
成
に

▽
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
助
成

▽
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
助
成

平
成
十
六
年
度
は
全
額
助
成
を
半

額
助
成
に
、
十
七
年
度
か
ら
は
県

の
制
度
と
同
じ
く
助
成
し
な
い

一
般
会
計
、
特
別
会
計
（
老
人
保

健
医
療
、
下
水
道
事
業
）
の
予
算
を

補
正
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
一
般
会
計
の
総
額

は
百
二
十
八
億
九
千
六
百
四
十
七
万

五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

▽
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年
金
制
度
の

確
立
を
求
め
る
意
見
書

▽
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
現

議
員
発
議
に
よ
る
次
の
意

見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
な
ど
に
提
出

平
成
十
五
年
度
一
般
会
計

な
ど
の
予
算
補
正

行
維
持
に
関
す
る
意
見
書

▽
年
金
課
税
強
化
の
撤
回
に
関
す
る

意
見
書

▽
必
要
な
地
方
財
政
総
額
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書

採
択
と
な
っ
た
も
の

▽
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年
金
制
度
の

確
立
を
求
め
る
陳
情
（
日
本
労
働

組
合
総
連
合
会
新
潟
県
連
合
会
中

越
地
域
協
議
会
議
長
今
井
勇
ほ
か

二
名
）

▽
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
現

行
維
持
を
求
め
る
陳
情
（
新
潟
県

教
職
員
組
合
長
岡
支
部
執
行
委
員

長
水
嶌
繁
満
ほ
か
一
名
）

▽
年
金
課
税
強
化
の
撤
回
に
関
す
る

陳
情
（
連
合
中
越
地
域
高
齢
者
協

議
会
会
長
田
崎
脩
一
）

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

▽
人
道
的
立
場
で
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題

の
早
期
解
決
を
求
め
る
請
願
（
２

０
０
４
国
民
春
闘
新
潟
県
共
闘
会

議
議
長
目
崎
静
江
）

※
市
長
の
施
政
方
針
演
説
、
平
成
十

六
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
特
別

会
計
な
ど
の
各
会
計
予
算
は
、
二

〜
十
一
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

請
願
・
陳
情
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穏
や
か
な
天
候
の
一
月
十
六
日
、

大
川
戸
橋
の
下
流
に
あ
る
工
業
用
水

の
取
水
堰
に
、
冬
の
珍
客
白
鳥
三
羽

が
飛
来
し
ま
し
た
。
一
羽
は
そ
の
日

の
う
ち
に
ど
こ
か
に
飛
び
去
り
、
二

羽
の
白
鳥
が
二
月
十
九
日
ま
で
刈
谷

田
川
で
過
ご
し
ま
し
た
。

教
育
セ
ン
タ
ー
の
網
信
行
先
生
の

観
察
結
果
に
よ
る
と
、
飛
来
し
た
白

鳥
は
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
。
白
鳥
は
、

親
子
、
夫
婦
の
絆
が
強
く
、
つ
が
い

は
ど
ち
ら
か
が
死
ぬ
ま
で
変
わ
ら
な

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
外
見
で

関
係
や
雌
雄
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

地
元
で
は
、
思
い
が
け
な
い
珍
客

を
大
歓
迎
。
白
鳥
の
飛
来
を
知
っ
た

子
ど
も
や
お
年
寄
り
た
ち
が
、
一
目

見
よ
う
と
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り

訪
れ
、
愛
ら
し
い
白
鳥
の
姿
を
見
守

っ
て
い
ま
し
た
。
警
戒
心
の
強
い
白

鳥
で
す
が
、
一
度
安
全
だ
と
知
っ
た

場
合
は
親
し
み
や
す
く
な
り
、
近
く

の
人
た
ち
が
与
え
た
パ
ン
な
ど
の
え

さ
を
つ
い
ば
ん
で
い
ま
し
た
。

三
月
は
旅
立
ち
の
季
節
。
厳
し
い

冬
を
日
本
で
過
ご
し
た
白
鳥
た
ち
も
、

遙
か
遠
い
北
の
ふ
る
さ
と
へ
帰
っ
て

行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
し
い
家

族
や
仲
間
を
連
れ
て
来
年
も
ま
た
、

自
然
が
豊
か
な
栃
尾
へ
や
っ
て
来
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

白
鳥
が
飛
来

冬
の
珍
客

オオハクチョウは、身長約1.
4ｍ、翼長約2.4ｍ、体重8～12
�の大きな鳥です。成鳥は純白
色（幼鳥は灰色）、クチバシの
つけ根から鼻孔にかけて黄色で、
そのほかの部分は黒、脚もまた
黒です。

羽を休めるオオハクチョウ

豆 識知

諏訪神社春季大祭

大名行列参加者募集
◆４月29日(祝)に行われる大名行列の、

白丁、稚児、天童などを募集します。

４月20日(日)までに
申込み・問合せ：

諏訪神社 52 2806-

中
央
公
園
駐
車
場
（
市
営
駐
車

場
）
の
普
通
駐
車
（
午
前
七
時
か
ら

午
後
十
時
ま
で
）
は
、
三
十
分
を
超

え
る
と
有
料
で
し
た
が
、
四
月
一
日

か
ら
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
駐
車
区
画
を
確
保
す
る
定

期
駐
車
（
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除

く
日
の
午
前
七
時
か
ら
午
後
十
時
ま

で
の
一
カ
月
）
は
、
今
ま
で
ど
お
り

一
台
五
千
円
で
す
。

繊
維
関
連
産
業
の
振
興
を
図
る
目

的
で
制
定
さ
れ
た
こ
の
条
例
は
、
三

月
三
十
一
日
で
期
間
が
終
了
す
る
た

め
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
二
年
間
延
長
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
企
業
か
ら
引
き
続
き
再

投
資
に
対
す
る
補
助
の
要
望
が
あ
り
、

ま
た
、
現
在
の
経
済
情
勢
の
中
で
設

備
の
近
代
化
を
促
進
し
繊
維
産
業
の

振
興
・
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
条
例

繊
維
関
連
産
業
設
備
近
代

化
奨
励
条
例
の
期
間
を
延

長
し
ま
し
た

を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

市
外
か
ら
の
ご
み
の
不
法
投
棄
が

目
立
つ
中
で
、
身
近
な
環
境
を
守
る

理
念
を
明
確
に
し
、
自
然
に
恵
ま
れ

た
郷
土
を
市
民
自
ら
の
手
で
守
る
こ

と
を
目
的
に
、
「
栃
尾
市
を
き
れ
い

に
す
る
た
め
の
条
例
」
を
制
定
し
ま

し
た
。

特
定
農
山
村
地
域
に
お
い
て
、
地

域
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
つ
つ
、
農

林
業
そ
の
ほ
か
の
事
業
の
活
性
化
の

た
め
の
基
盤
の
整
備
促
進
を
図
る
た

め
、
「
栃
尾
市
特
定
農
山
村
地
域
活

動
支
援
事
業
基
金
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
特
定
農
山
村
地
域

に
お
け
る
農
林
業
等
活
性
化
の
た
め

の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
い
て
制
定
し
た
も
の
で
、
基

金
総
額
は
五
百
四
十
万
円
、
国
・
県

・
市
が
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
ず
つ
拠

出
し
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
二
十
年

栃
尾
市
を
き
れ
い
に
す
る

た
め
の
条
例
を
制
定

農
林
業
な
ど
の
活
性
化
を

図
る
た
め
の
基
金
条
例
を

制
定

度
ま
で
の
五
年
間
、
基
金
を
充
当
し

て
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

消
費
税
に
か
か
る
総
額
表
示
方
式

が
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
の
公
共
料
金
で
あ
る

ガ
ス
料
金
、
水
道
料
金
お
よ
び
簡
易

水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料
も
消
費

税
を
含
ん
だ
料
金
表
に
改
め
ま
し
た
。

市
長
な
ど
の
特
別
職
を
含
む
職
員

の
県
内
出
張
の
日
当
を
、
四
月
一
日

か
ら
支
給
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

市
の
公
共
料
金
も
総
額
表

示
方
式
に
な
り
ま
す

職
員
の
県
内
出
張
旅
費
の

日
当
を
廃
止
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の
二
十
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

栃
尾
市
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正
、
栃
尾
市
繊
維
関
連
産
業
設
備
近
代
化

奨
励
条
例
の
一
部
改
正
、
栃
尾
市
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の
条
例
の
制
定
、

栃
尾
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
お
よ
び
平
成
十
六
年
度
の
各
会
計
予
算
な
ど
四
十
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

条
例
改
正
案
の
う
ち
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、
乳
幼
児
の

医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
の
四
議
案
は
、
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
栃
尾
市
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
し
た
温
泉
開
発
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
「
八
千
二
百
六
十
五

万
円
を
削
除
す
る
修
正
」
を
同
委
員
会
で
可
決
。
こ
の
審
査
結
果
を
受
け
、

本
会
議
で
質
疑
、
討
論
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
温
泉
開
発
事

業
費
は
削
除
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
修
正
可
決
し
た
部
分
を
除
く
予
算
に
つ

い
て
は
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
前
記
以
外
の
三
十
五
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平成１６年第３回

３月定例会

提案理由の説明を行う外山助役

主
な
審
議
結
果

中
央
公
園

４
月
１
日
か
ら

駐
車
場
が
無
料
に

一般質問を傍聴する皆さん
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３月2６日、文化センターで教育行政に功績のあった人を表彰しました。

（栃尾南小学校校長）長年にわたり学校教育の振興発展に尽くされました。○上村 義夫
（東谷小学校校長）長年にわたり学校教育の振興発展に尽くされました。○中西 義夫
（金町）多年にわたり体育指導委員として社会体育の振興に尽くされました。○小林美恵子
（東谷小学校４年・栃堀）新潟県農業協同組合中央会主催「ごはん・お米とわた○仲野 沙希

し」作文・図画コンクール図画部門で最優秀賞を受賞。
（栃尾東小学校５年・栄町）全日本少年少女空手道大会小学校５年女子型の部に出○小林 葵

場。
（秋葉中学校２年・赤谷）全国中学校柔道大会女子個人70�級に出場。○佐藤みのり
（秋葉中学校３年・滝の下町）北信越中学校剣道大会女子個人で優勝。○湯谷 綾
(刈谷田中学校３年・山田町）ジュニアオリンピックカップ全国都道府県対抗中学○目黒 愛美

ま な み

バレーボール大会の県選抜代表に選ばれ出場。
（刈谷田中学校３年・沖布）日本消防協会主催の防火ポスターコンクールで最優秀○福王寺嵩平

賞を受賞。
（秋葉中学校３年・滝の下町）全国中学校空手道選手権大会女子組手団体戦に出場。○監物由香理
（秋葉中学校２年・天下島）全国中学校空手道選手権大会女子組手団体戦に出場。○那須真梨奈
（秋葉中学校１年・旭町）全国中学校空手道選手権大会女子組手団体戦に出場。○馬場 静香
（秋葉中学校１年・上の原町）全国中学校空手道選手権大会女子組手団体戦に出場。○茨木 春香
（栃尾高校１年・旭町）全国高等学校柔道選手権大会女子個人52�級に出場。○西川 友梨
（新潟第一高校２年・仲子町）全国高等学校柔道選手権大会女子個人57�級に出場。○磯辺 友里
（高志高校１年・北荷頃）全国高等学校総合体育大会剣道大会男子団体戦に出場。○佐藤 優太
（高志高校１年・一之貝）全国高等学校選抜剣道大会男子団体戦に出場。○三本 将太
（帝京長岡高校２年・上樫出）全国高等学校総合体育大会女子バレーボール大会に○西片 沙織

出場。
（中越高校３年・北荷頃）全国高等学校野球選手権大会に出場。○諸橋 文貴

表
彰
式
に
出
席
し
た
皆
さ
ん

とちお町めぐり
～雁木あいぼ～

雁木や秋葉公園を歩きながら、栃尾の歴史や文化、そして人情を肌で感じるイベントを開催
【募集】あなたの思い出の着物(栃尾紬・一之貝絣)を展示させてください
と き：５月１日(土)～５日(水) 問合せ：事務局(和光) ５２－３０１９

財
団
法
人
美
育
文
化
協
会
主
催
の

同
展
覧
会
に
一
三
六
、
三
二
四
点
の

応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
芳
香

稚
草
園
か
ら
次
の
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

特
選

入
選
（
敬
称
略
）

大
橋

宗
永
（
金

沢
・
５
歳
）

と

き

と

桑
原

苗
美
（
小

貫
・
５
歳
）

奥
村

健
也
（
新

町
・
５
歳
）

大
橋

汰
一
（
大
野
町
・
６
歳
）

佐
藤

直
弥
（
原

町
・
６
歳
）

予
選
リ
ー
グ
を
２
位
で
通
過
し
、

３
位
決
定
戦
を
勝
ち
入
賞
し
ま
し
た
。

第

回
世
界
児
童
画
展

34

ニ
ホ
ッ
ケ
ー｢

レ

第
１
回
ユ

デ
ィ
ー
ス｣

親
善
全
国
大
会

２
／

群
馬
県

15

同
コ
ン
ク
ー
ル
（
日
本
郵
政
公
社

主
催
）
の
手
紙
作
文
部
門
に
一
三
、

九
〇
八
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
次
の
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

手
紙
作
文
部
門

▽
入
賞
（
敬
称
略
）

矢
沢

拓
也
（
刈
谷
田
中
１
年
）

▽
佳
作
（
敬
称
略
）

（
栃
尾
東
小
４
年
）

筒
場
な
で
し
こ

新
潟
県
中
越
美
術
教
育
研
究
会
主

催
の
同
美
術
展
に
四
万
点
を
越
え
る

応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
次
の

人
が
入
賞
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

中
越
美
術
教
育
研
究
会
会
長
賞

林

和
裕
（
中
野
俣
小
５
年
）

第

回
36

手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

第

回
新
潟
県

40
中
越
教
育
美
術
展

新
潟
日
報
社
賞

葛
綿

花
菜
（
上
塩
小
４
年
）

中
越
美
術
教
育
研
究
会
賞

河
野

孝
貴
（
上
塩
小
４
年
）

同
コ
ン
ク
ー
ル
（
上
越
美
術
教
育

連
盟
主
催
）
の
版
画
の
部
に
一
一
、

九
二
六
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
次
の
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

版
画
の
部
（
敬
称
略
）

▽
特
別
賞
（
準
村
山
）

河
野

孝
貴
（
上
塩
小
４
年
）

囲
碁
の
部
（

人
参
加
、
敬
称
略
）

45

Ｓ

級

下
村

俊
美
（
山
田
町
）

優
勝

稲
田

勝
也
（
楡

原
）

２
位

高
橋

健
治
（
見
附
市
）

３
位

武
士
俣
哲
郎
（
栃

堀
）

敢
闘

山
本

裕
勇
（
見
附
市
）

敢
闘

Ａ

級

山
内

正
（
長
岡
市
）

優
勝

目
黒

石
栄
（
見
附
市
）

２
位

酒
井

啓
三
（
赤

谷
）

３
位

高
橋

慶
吾
（
栃

堀
）

敢
闘

市
長
杯
争
奪

第

回
23

囲
碁
将
棋
大
会

３
／
７

文
化
セ
ン
タ
ー

第

回
県
児
童
生
徒
絵

44
画
・
版
画
コ
ン
ク
ー
ル

Ｂ

級

八
木
幸
一
郎
（
大
野
町
）

優
勝

坂
井

由
信
（
九

川
）

２
位

陶
山

貞
三
（
赤

谷
）

３
位

安
井

清
志
（
赤

谷
）

敢
闘

Ｃ

級

渡
辺

由
治
（
二
日
町
）

優
勝

片
岡

太
一
（
金

町
）

２
位

高
橋
与
一
郎
（
吉

水
）

３
位

将
棋
の
部
（

人
参
加
、
敬
称
略
）

30

Ａ

級

目
黒

光
男
（
見
附
市
）

優
勝

勝
沼

栄
一
（
島

田
）

２
位

（
中
之
島
町
）

３
位

久
保

和
久

（
上
の
原
町
）

敢
闘

宮
島

昭
二

Ｂ

級

星
野

実
（
見
附
市
）

優
勝

大
崎

幸
一
（
北
荷
頃
）

２
位

佐
藤

万
吉
（
天
下
島
）

３
位

大
橋

勇
次
（
下

塩
）

敢
闘

Ｃ

級

星
野

樹
里
（
北
荷
頃
）

優
勝

近

良
男
（
見
附
市
）

２
位

渡
辺

虎
雄
（
葎

谷
）

３
位

長
谷
川
成
秀
（
見
附
市
）

敢
闘

ジ
ャ
リ
ン
子

チ
エ

優
勝

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
Ａ

２
位

チ
ー
ム

Ｋ

３
位

市
民
親
善

第
８
回

ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

３
／

総
合
体
育
館

28

18
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４月から
学校・警察相互連絡制度

スタート

この制度は、児童生徒の問題行動に関し、
教育委員会・学校と警察が問題の所在を相
互に理解して連携を図り、子どもたちの健
全育成に役立てるためのものです。

３位に入賞した
栃尾ユニホッケークラブ

くん佐藤宗幸
もとゆき

大町・５歳

協
定
書
を
交
わ
す
諏
佐
教
育
長
と

遠
藤
栃
尾
警
察
署
長
（
右
）

（
３
月

日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
）

26

老後を明るく活力のあるものにするため

老人クラブに入会しませんか？
対 象：おおむね60歳以上の人 申込み：各地区の老人クラブ会長

問合せ：栃尾市老人クラブ連合会 52 0022-



平
成

年
度
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

16

用
料
金
助
成
」
の
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

市
内
在
住
で
次
の
事
項

助
成
対
象

に
該
当
す
る
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
１
・
２
級
該
当
者
、
３
級
の
う

ち
聴
覚
、
上
肢
不
自
由
を
除
く
人

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

助
成
制
度

○
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
で
、
障
害
の
程
度
が
重
度｢

Ａ｣

と
判
定
さ
れ
た
人

１
年
間
に
、
１
枚
に
つ
き

助
成
額

五
百
円
の
利
用
券
を

枚
交
付
し

15

ま
す

印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳

持
ち
物

ま
た
は
療
育
手
帳
（
平
成

年
度

15

に
利
用
券
を
交
付
さ
れ
た
人
で
、

新
た
に
申
請
す
る
場
合
は
、
未
使

用
の
利
用
券
を
お
返
し
く
だ
さ

い
）

保
健
福
祉
課
福

申
込
み
・
問
合
せ

祉
係

‐
５
８
３
６

52

市
は
地
元
就
職
者
に
対
し
て
、
必

要
な
資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
す
る

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

栃
尾
市
ふ
る
さ
と

就
職
支
度
金
制
度

市
内
に
定
住
す
る
新
規
就

対

象
職
者
（
６
カ
月
以
内
）
お
よ
び
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
者
（
１
年
以
内
）

▽
新
規
就
職
者
…

万
円

貸
付
額

50

以
内
▽
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
者
（
単

身
）
…

万
円
以
内
▽
Ｕ
タ
ー
ン

70

就
職
者
（
家
族
）
…

万
円
以
内

100

５
年
以
内
（
６
カ
月
以
内

返

済
の
据
置
期
間
を
含
む
）
の
月
賦
均

等
償
還
（
途
中
で
市
外
転
出
な
ど

貸
与
の
要
件
を
欠
い
た
場
合
は
、

未
償
還
分
を
一
括
返
済
し
て
い
た

だ
き
ま
す
）

無
利
子

利

息

商
工
観
光
課
商

申
込
み
・
問
合
せ

工
振
興
係

‐
５
８
２
７

52

４
月
か
ら
次
の
保
育
所

で
、
一

（園）

時
的
に
子
ど
も
を
預
か
る
一
時
保
育

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
相
談
、
利
用
く
だ
さ
い
。

緊
急
時
（
保
護
者
の
け
が

対

象
や
病
気
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
）
に
保

育
に
欠
け
る
児
童
な
ど

実
施
保
育
所
（園）

中
央
保
育
所

‐
３
４
３
３

52

白
山
保
育
所

‐
４
０
１
９

52

芳
香
稚
草
園

‐
１
７
６
８

52

み
ど
り
保
育
園

‐
３
２
３
９

52

直
接
各
保
育
所

問
合
せ

（園）

平
成

年
４
月
か
ら

16
一
時
保
育
を
実
施

21
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など今月の税金

納期４月30日

固定資産税

▲

ガス水道

▲

・下水道料金

おしらせ

各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
行
政
相
談

４
月

日

時
〜

時

23

（金）
10

15

市
役
所
別
館
相
談
室
（
２
階
）

□
国
民･

厚
生
年
金
相
談

４
月

日

時
〜

時

21

（水）
10

15

市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
家
庭
児
童
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

毎
週
水
曜
日

時
〜

時

10

15

社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

□
青
少
年
問
題
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

寄付御礼

▼
ス
ナ
ッ
ク
禅
の
お
客
様
と
ス
タ
ッ
フ
一

同
（
谷
内
二
）
…
社
会
福
祉
費
寄
付
金

と
し
て
五
万
二
千
円
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次のとおり市に寄付を
いただきました。
ありがとうございました。
(16.１.22～16.２.16)

｢サービス時間の延長｣
などのお知らせ

◆公民館図書室 ４月から開館時間を延長
「仕事や学校帰りに図書室を利用した

い」という要望に応えて４月から、火曜
日から金曜日２時間、夏休み期間中の月
曜日の開館延長します。
開館日時
火曜日～金曜日 午前10時～午後７時
（ただし、祝日は午後５時まで）
土曜日・日曜日 午前10時～午後５時
夏休み期間中の月曜日
午前10時～午後７時（１時間延長）
夏休み期間以外の月曜日（ただ休館日

し月曜日が祝日の場合は火曜日）と年
末年始（12月29日～１月３日）

公民館 ５２－２０２０問合せ

◆火曜日の窓口業務の時間延長 継続実施
昨年11月から開設している毎週火曜日

（閉庁日を除く）の市民課および税務課
の窓口業務は、本年も継続して実施しま
す。
毎週火曜日の窓口業務の時間
午後５時～午後７時

市民課 ５２－５８３５、税務問合せ
課 ５２－５８３７

◆日曜日の窓口業務 ５月から午前中のみ
昨年４月から開設している日曜日の窓

口業務（午前９時～午後５時）は、季節
による利用者の変動が大きいため、５月
から午前中のみに変更します。
毎週日曜日の窓口業務の時間
午前９時～正午まで

市民課 ５２－５８３５問合せ

Ｒ
２
９
０
と
ち
お｣

道
の
駅｢

休
憩
コ
ー
ナ
ー

○
平
成

年
栃
尾
南
小
学
校

15

６
年
生
の
足
跡

「
秋
葉
山
を
育
む
」

４
／

〜
４
／

10
（土）

21
（水）

※
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

事業主の皆さんへ
労働保険の年度更新手続きは早めに

申告書の提出と保険料の納付は、５月20日(火)までです。
問合せ：長岡労働基準監督署 33 8711-

総
合
政
策
室
を
新
設

主
な
事
務

・
重
要
な
行
政
課
題
の
調
査
、
研
究

お
よ
び
推
進
に
関
す
る
こ
と

・
行
財
政
改
革
に
関
す
る
こ
と

・
広
域
行
政
に
関
す
る
こ
と

※
総
合
政
策
室
の
新
設
に
伴
い
、
企

画
財
政
課
広
域
行
政
係
は
廃
止
し

ま
す
。

地
域
お
こ
し
推
進
室
を
新
設

主
な
事
務

・
地
域
お
こ
し
調
査
、
研
究
お
よ
び

調
整
な
ら
び
に
事
業
の
調
整
、
実

施
に
関
す
る
こ
と

・
地
域
特
産
品
開
発
に
関
す
る
こ
と

税
務
課
に
管
理
係
と

収
納
係
を
新
設

管
理
収
納
係
を
分
割
し
、
管
理
係

と
収
納
係
を
新
設
し
ま
す
。

管
理
係
の
主
な
事
務

・
市
た
ば
こ
税
お
よ
び
鉱
産
税
の
賦

課
な
ら
び
に
軽
自
動
車
税
な
ど
の

賦
課
お
よ
び
減
免
に
関
す
る
こ
と

・
納
税
証
明
、
そ
の
他
市
税
に
係
る

証
明
お
よ
び
公
簿
の
閲
覧
に
関
す

る
こ
と

収
納
係
の
主
な
事
務

・
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び

介
護
保
険
料
の
収
納
、
過
誤
納
金

の
還
付
な
ら
び
に
充
当
に
関
す
る

こ
と

・
市
税
の
督
促
、
滞
納
処
分
お
よ
び

交
付
要
求
に
関
す
る
こ
と

体
育
課
を
新
設

生
涯
学
習
課
か
ら
体
育
部
門
を
切

り
離
し
、
体
育
課
を
新
設
し
ま
す
。

ま
た
、
国
体
準
備
室
を
国
体
準
備
係

に
名
称
変
更
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
の
主
な
事
務

・
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
振
興
な
ら
び

に
社
会
体
育
計
画
に
関
す
る
こ
と

国
体
準
備
係
の
主
な
事
務

・
平
成
二
十
一
年
新
潟
国
体
開
催
に

関
す
る
こ
と

20

|||||広報とちお16.4.5|||||

市
の
組
織
を

一
部
変
更
し
ま
す

市
は
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
組
織
機
構
の
見
直
し
を
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
十
六
年
度
は
行
政
の
緊
急
課
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
市
役
所
を
目
指
し
て
、
四
月
一
日
か
ら
組
織
の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。

変
更
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

４月から

故山内貞次さんへの想いを込めた
あなたの創作作品を募集します

かつて当市で教員や公民館長、市史編
集室長などを務められ、また優れた能筆
家として書の指導・普及に尽力された故
山内貞次さんの遺墨展を、今年夏に開催
する予定です。これにあわせ７月17日か
ら８月22日まで、1階市民ギャラリーで、
山内さんをしのぶ「オマージュ作品展」
も予定しており、出品作品を公募します。

どなたでも応募対象
サイズは半切以下の書作品で、募集作品

軸・額などに表装済みのもの。詳しく
は問い合わせください。

30点程度募集点数
４月30日(金)までに電申込み・問合せ

話で美術館 ５３‐６３００

こ
の
展
覧
会
は
、
今
年
で
９
回
目
と
な
る
毎
年
恒
例
の
シ
リ
ー
ズ
で
、

公
募
展
出
品
な
ど
で
意
欲
的
に
制
作
活
動
・
発
表
を
し
て
い
る
、
栃
尾
市

在
住
・
在
勤
の
作
家
た
ち
の
作
品

点
を
一
堂
に
展
示
す
る
も
の
で
す
。

46

市
民
の
皆
さ
ん
に
最
も
身
近
と
い
え
る
作
家
た
ち
の
活
躍
ぶ
り
を
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
観
覧
券
の
発
売
は
午
後
４
時

分

開
館
時
間

30

ま
で
。
４
月

日

は
正
午
開
場
）

10

（土）

栃
尾
市
美
術
館
企
画
展
示
室

展
示
場
所

月
曜
休
館
。
た
だ
し
５
月
３
日

は
開
館
し
ま
す
。

休

館

日

（月）

栃
尾
市
美
術
の
今
２
０
０
４

４
月

日

〜
５
月

日

10

(土)

30

(日)

特別企画《ミニ作品プレゼント》
この展覧会を観覧した希望者に、出品作家による

オリジナルミニ作品をプレゼントします。(希望者
多数の場合は抽選）詳細は美術館に問い合わせくだ
さい。 ５３‐６３００

「どこまでも」
佐藤ムツ子

「癒えぬ魂」
深澤三枝子

市民
グラウンドゴルフ大会 参加費：500円 申込み・問合せ：４月20日(火)までに総合体育館 ５２－５５７１



２
０
０
９
（
平
成

）
年
に
新
潟

21

県
で
開
催
す
る
第

回
国
民
体
育
大

64

会
の
愛
称
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

▽
愛
称
…
歴
史
や
風
土
、

募
集
作
品

文
化
な
ど
か
ら
連
想
さ
れ
る
新
潟

ら
し
さ
を
表
し
、
親
し
み
や
す
く

呼
び
や
す
い
こ
と
ば
。
必
ず
し
も

「
国
体
」
を
入
れ
る
必
要
は
な
い

▽
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
…
第

回
国

64

体
の
趣
旨
や
目
的
を
簡
潔
に
表
現

す
る
こ
と
ば

「
愛
称｣｢

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

表

彰
ー
」
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
１
点
と

２
０
０
９
年
新
潟
国
体

愛
称
な
ど
募
集

優
秀
賞
３
点
を
選
び
、
最
優
秀
賞

に
は

万
円
、
優
秀
賞
に
は
３
万

10

円
を
差
し
上
げ
ま
す
（
た
だ
し
高

校
生
以
下
の
場
合
は
、
賞
金
相
当

額
の
商
品
）４

月

日

〜
５
月

募
集
期
間

25

（日）

25

日
（火）

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
イ

応
募
方
法

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
「
愛
称
」
、

「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
」
各
１
点
と

必
要
事
項
（
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

職
業
ま
た
は
学
校
名
）
を
記
入
し
、

第

回
国
民
体
育
大
会
新
潟
県
準

64
備
委
員
会
事
務
局
〒
九
五
〇
‐
八

五
七
〇
新
潟
市
新
光
町
４
番
地
１

０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
６
２
５

毎
週
火
曜
日
夜
、
お
よ
び

練
習
日

毎
週
土
曜
日
の
午
前
中

小
学
生
か
ら
中
学
３
年
生

対

象

年
間
一
万
円

会

費

４
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

16

（金）

で
に
総
合
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
事
務
局

‐
５
５
７
１

52

植
樹
の
ほ
か
、
ピ
ザ
作
り
や
バ
ウ

ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
、
く
ん
せ
い
作
り
、

森
の
探
検
な
ど
を
行
い
ま
す
。

４
月

日

時
〜

時

と

き

29

（祝）
10

15

(

９
時

分
ま
で
に
会
場
に
集
合)

50か
け
は
し
の
森
（
長
岡
市

と
こ
ろ

東
山
ふ
れ
あ
い
農
業
公
園
内
）
、

赤
城
コ
マ
ラ
ン
ド

無

料

参
加
費

移
植
ご
て
、
軍
手
、
昼
食
、

持
ち
物

飲
み
物
、
お
わ
ん
、
は
し
、
長
靴

４
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

26

（月）

で
に
長
岡
地
域
振
興
局
地
域
振
興

課

‐
２
５
０
７

38

県
で
は
、
県
内
で
「
に
い
が
た
ス

(

栃
尾
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ)

サ
ッ
カ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
メ
ン
バ
ー
募
集

２
０
０
４

春

か
け
は
し
の
森
づ
く
り
植
樹
祭

新
潟
県
持
家
住
宅

建
設
資
金
貸
付

ギ
ブ
ラ
ン
ド
材
」(

県
が
定
め
た
基

準
に
合
格
し
た
、
狂
い
が
少
な
く
性

能
が
明
確
な
「
県
産
ス
ギ
材
製
品｣)

を
一
定
割
合
以
上
使
用
す
る
な
ど
し

て
住
宅
の
新
築
、
増
改
築
を
行
う
人

に
、
低
利
の
特
別
貸
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▽
当
初

年
間
…
募
集
時

利

率

10

の
住
宅
金
融
公
庫
の
基
準
金
利
よ

り
１
％
低
い
金
利
▽

年
以
降
…

11

募
集
時
の
住
宅
金
融
公
庫
の

年
11

目
以
降
適
用
金
利
と
同
じ

新
築
六
百
万
円
、
増

融
資
限
度
額

改
築
二
百
五
十
万
円

年
以
内
（
元
利
均
等

返
済
期
間

25

毎
月
償
還
）

年
間
６
回
募
集
。
募
集
時

募

集
期
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

市
内
金
融
機
関

問
合
せ

中
小
企
業
に
お
い
て
退
職
金
制
度

を
設
け
た
い
場
合
は
、
安
全
・
確
実

・
有
利
な
国
の
退
職
金
制
度
「
中
退

共
制
度
」
を
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
制
度
に
新
し
く
加
入
し
た
場

合
や
、
途
中
で
掛
金
を
増
額
し
た
場

合
に
国
か
ら
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
掛
金
は
全
額
非
課
税
扱

い
に
な
り
ま
す
。

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

問
合
せ

退
職
金
づ
く
り
は

「
中
退
共
」
で

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

23

|||||広報とちお16.4.5|||||

今年は、栃尾市が昭和29年６月１日に市制
を施行して50年の節目の年です。
そこで、記念事業の１つとして、市民の日

常生活をはじめ自然、文化、歴史、行事など
を１年間通じてビデオに記録し、市のピーア
ールビデオとして活用するとともに、後世に
伝える記録として「市民生活ビデオ」を作成
します。
ビデオ作成に協力いただけるボランティア

スタッフを、次のとおり募集します。

市民どなたでも資 格
５～６人程度募集人数
４月22日(月)まで募集期間

行政管理課広報広聴係申込み・問合せ
５２‐２１７５

市制施行50周年記念

｢市民生活ビデオ作成｣
ボランティアスタッフ募集

アトレとど
展示コーナー ◆花と遊ぼう(彩の会) ４／17(土)～５／５(祝)

○
耐
雪
住
宅

３
メ
ー
ト
ル
以
上
の
積
雪
に
耐

え
る
構
造
で
、
雪
庇
対
策
を
講
じ

せ

っ

ぴ

た
建
物
。

○
融
雪
住
宅

電
熱
、
温
水
な
ど
に
よ
り
屋
根

の
上
で
雪
を
と
か
す
構
造
（
装

置
）
の
建
物
。
た
だ
し
、
地
下
水

に
よ
る
散
水
方
式
の
建
物
は
除
く
。

○
落
雪
住
宅

自
然
落
雪
で
、
適
切
な
屋
根

勾
配
（
お
お
む
ね

％
、
四
寸
勾

こ
う
ば
い

22

配
以
上
）
の
上
に
金
属
板
な
ど
の

滑
る
材
料
を
使
用
し
た
屋
根
構
造

で
、
落
ち
た
雪
が
道
路
や
近
所
な

ど
に
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
建
物
。

（
改
築
や
改
造
の
場
合
で
、
屋
根

勾
配
の
変
更
を
伴
わ
な
い
屋
根
材

の
葺
き
替
え
は
対
象
外
）

ふ

※
今
年
度
中
に
工
事
完
了
す
る
建
物

で
、
併
用
住
宅
の
場
合
は
住
宅
部

分
の
面
積
が
延
べ
面
積
の
２
分
の

１
以
上
、
住
宅
の
一
部
を
克
雪
住

宅
化
す
る
場
合
は
、
屋
根
面
積
の

２
分
の
１
以
上
の
建
物
が
対
象
に

◆
対
象
と
な
る
住
宅

な
り
ま
す
。

住
宅
の
克
雪
化
に
要
す
る
直
接
工

事
費
（
施
設
費
）
の
３
分
の
１
以
内

限
度
額

▽
耐
雪
式
、
融
雪
式
…

万
円

60

▽
落
雪
式
…

万
円

35

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

　
対
象
と
な
る
克
雪
住
宅
を
市
内
に

新
築
や
増
改
築
、
克
雪
施
設
を
設

置
す
る
人

　
克
雪
住
宅
が
完
成
し
た
後
３
年
間
、

屋
根
雪
と
克
雪
施
設
に
係
る
調
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
報
告
で
き

る
人

　
現
在
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
、

ま
た
は
当
該
住
宅
に
住
む
こ
と
が

確
定
し
て
い
る
人
で
、
市
税
の
滞

納
が
な
い
人

建
設
課
道
路
住

申
込
み
・
問
合
せ

宅
係

‐
５
８
２
５

52

◆
補
助
金
の
額

◆
申
し
込
み
で
き
る
人

４
月

日

受
付

時
〜

と

き

18

（日）

13

（
小
雨
決
行
）

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り

と
こ
ろ

な
す
芝
生
広
場

ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓

対

象
迎
）

三
百
円
（
当
日
会
場
で
）

参
加
費

栃
尾
グ
ラ
ウ
ン

申
込
み
・
問
合
せ

ド
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
（
斉
藤
）

‐
３
９
４
８

53
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
競
技
力
向

上
を
図
り
、
２
０
０
９
年
新
潟
国
体

へ
の
選
手
輩
出
を
目
標
に
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
行
い
ま
す
。

５
月

日

〜

月
中
旬

と

き

12

（水）

12

の
毎
週
水
曜
日
、

時
〜

時

19

21

秋
葉
中
学
校
体
育
館

と
こ
ろ

中
学
１
・
２
年
生

対

象
市
民
オ
ー
プ
ン

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

催

し

そ
の
他

中
学
生
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
開
催

佐
藤
慎
也
さ
ん
（
栃
尾
市

コ
ー
チ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

五
千
円
（
保
険
料
を
含
む

参
加
費

・
初
回
練
習
日
に
納
入
）

申
込
用
紙
に
必

申
込
み
・
問
合
せ

要
事
項
を
記
入
し
て
、
４
月

日
30

ま
で
に
三
沢

０
９
０
‐
２
３

（金）１
９
‐
５
６
０
０
ま
た
は
総
合
体

育
館

‐
５
５
７
１

52

年
々
増
え
る
体
脂
肪
と
体
重
。
汗

を
流
し
、
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
せ
ん
か
。

毎
週
水
曜
日

時
〜

時

と

き

14

15

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

月
額
千
円

会

費

直
接
会
場
ま
で

申
込
み

金
内

０
９
０
‐
８
９
４

問
合
せ

３
‐
０
６
９
６

三
日
月
過
ぎ
の
月
を
眺
め
、
天
体

望
遠
鏡
で
西
の
空
に
輝
く
金
星
や
木

星
、
土
星
、
か
に
座
の
プ
レ
セ
ペ
な

ど
の
天
体
観
察
を
し
ま
す
。

４
月

日

時
〜

時

と

き

24

（土）
19

20

分
30

栃
尾
東
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
こ
ろ 春

の
星
座
観
測
会

中
高
年
の
た
め
の
ソ
フ
ト

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
会
員
募
集

市
民
ど
な
た
で
も

対

象

防
寒
の
準
備
が
必
要
、
厚

そ
の
他

い
曇
り
や
雨
天
は
中
止

星
空
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
斉

問
合
せ

藤

‐
２
７
８
４

52
５
月
９
日

時
〜

時

と

き

（日）
10

16

ジ
ャ
ス
コ
長
岡
店

と
こ
ろ

〜

歳
の
健
康

登
録
で
き
る
人

20

50

な
人

予
約
制

０
１
２
０
‐
４

申
込
み

ﾌﾘｰ

４
５
‐
４
４
５

に
い
が
た
・
骨
髄
バ
ン
ク

問
合
せ

を
育
て
る
会

０
２
５
‐
２
３
３

‐
５
９
６
３毎

週
月
曜
日
（
た
だ
し

受
付
時
間

祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）
９

時

分
〜

時

30

11
新
潟
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

と
こ
ろ

タ
ー
長
岡
出
張
所
（
長
岡
き
た
ま

ち
献
血
ル
ー
ム
）

予
約
制
（
平
日
の
９
時
〜

申
込
み時

、
新
潟
県
骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン

17タ
ー

０
２
５
‐
２
３
０
‐
１
７

０
２
）

長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー

問
合
せ

ム

‐
２
３
５
０

29

◆
骨
髄
提
供
希
望
登
録
者
の
受

付
窓
口
を
新
設

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

登
録
会

22
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克
雪
住
宅
用
の
補
助
金
を
受
付

申
し
込
み
は

ま
で

５
月
７
日
(金)

県立歴史博物館

ー洛陽の夢ー唐 三彩展
と き：４月10日(土)～５月16日(日)９時30分～17時、月曜休館

入館料：一般700円ほか(小中学生は休日など無料) 問合せ： ４７‐６１３０



▽
館
長
松
平
道
安(

庶

◆
市
民
会
館

務
課
長
兼
務)

▽
副
館
長
今
井
博

(

庶
務
課
長
補
佐
兼
務)

▽
管
理
係

長
大
塚
伊
知
夫(

商
工
観
光
課
主

査)

▽
副
館
長
渡
辺
督(

ガ
ス

◆
美
術
館

水
道
局
浄
水
場
長)

▽
主
査
土
田

政
明(

同
館
主
任
主
事)▽

副
小
隊
長

◆
消
防
本
部
・
消
防
署

兼
分
隊
長
棚
村
文
忠(

分
隊
長)

▽

副
小
隊
長
兼
分
隊
長
諸
橋
英
夫

(

分
隊
長)

▽
主
査
島
田
亮(

主
任)

▽
士
長
・
主
任
・
分
隊
長
今
井
博

(

副
士
長
・
係
員
・
隊
員)

▽
士
長

・
主
任
・
分
隊
長
小
林
聡(

副
士

長
・
係
員
・
隊
員)

▽
副
士
長
原

秀
敏(

消
防
士)

▽
副
士
長
笠
井
久

樹(

消
防
士)

◆
新
採
用
職
員(

４
月
１
日
付
け)

▽
主
事
桜
井
亨(

行
政
管
理
課)

▽

主
事
石
丸
里
美(

税
務
課)

▽
主
事

藤
田
優(

商
工
観
光
課)

▽
主
事
補

佐
藤
春
雄(

農
林
課)

▽
主
事
酒
井

仁(

体
育
課)

▽
主
事
補
斎
藤
忍

(

税
務
課)

▽
主
事
補
千
野
博
子

(

庶
務
課)

▽
運
転
手
大
崎
延
寿

(

総
務
課)

▽
技
工
士
桜
井
隆
行

(

環
境
衛
生
課)

▽
技
工
士
渡
辺
吉

康(

ガ
ス
水
道
局)

◆
退
職
者(

３
月

日
付
け)

31

▽
磯
部
仁(

学
校
教
育
課
長)

▽
渡

辺
幸
夫(

美
術
館
参
事
兼
副
館
長)

▽
酒
井
由
美
子(

総
務
課
副
参
事)

▽
池
田
文
子(

監
査
委
員
事
務
局

副
参
事)

▽
小
林
弘(

市
民
課
副
参

事
兼
戸
籍
係
長)

▽
茨
木
亮(

ガ
ス

水
道
局
主
事)

▽
千
野
義
夫(
総
務

課
主
任
運
転
手)

▽
目
黒
正
司(

環

境
衛
生
課
主
任
技
工
士)

▽
増
沢

チ
ト
セ(

白
山
保
育
所
給
食
調
理

員)

▽
第
二
方
面
隊
長
石
丸
義

◆
方
面
隊

晴
▽
第
三
方
面
隊
長
星
野
清

▽
副
団
長
齋
藤
洋
介
▽
第

◆
昇

任

消
防
団
幹
部
人
事
異
動

(

４
月
２
日
付
け)

三
分
団
長
飯
浜
照
生
▽
第
四
分
団

長
渡
辺
一
得
▽
第
五
分
団
長
小
林

和
昭
▽
第
三
副
分
団
長
五
十
嵐
忠

幸
▽
第
五
副
分
団
長
深
見
雄
一
▽

第
五
副
分
団
長
酒
井
政
明

▽
分
団
長
星
野
清(

第
五

◆
本

部

分
団
長)

▽
副
分
団
長
韮
沢
信
栄

(

第
五
副
分
団
長)

▽
武
士
俣
一
男(
本
部
分

◆
退

職

団
長)

▽
片
岡
秋
雄(

第
三
分
団

長)

▽
佐
藤
克
巳(

第
四
分
団
長)

▽
西
片
章
法(

本
部
副
分
団
長)
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�

������

���������

���� !"#"$$$ ▽
参
事
兼
課
長
補
佐
島
正

◆
総
務
課

(

同
課
長
補
佐)
▽
副
参
事
兼
庶
務

係
長
中
村
作
栄(
農
林
課
副
参
事

兼
農
政
企
画
係
長)

▽
主
査
佐
野

恵
美
子(

会
計
課
主
査)▽

室
長
稲
田

◆
地
域
お
こ
し
推
進
室

悟(

総
務
課
長
兼
務)

▽
室
長
補
佐

深
滝
純
一(

企
画
財
政
課
長
補
佐

・
特
命
担
当)

▽
主
任
主
事
植
村

裕(

行
政
管
理
課
主
事)

▽
参
事
兼
課
長
補
佐

◆
企
画
財
政
課

倉
茂
二
三
九(

同
課
長
補
佐)

▽
主

査
諸
橋
正(

税
務
課
主
査)

▽
主
事

磯
部
隆
善(

市
民
課
主
事)

▽
主
事

佐
藤
美
紀(

農
林
課
主
事)

▽
室
長
目
黒
修
一

◆
総
合
政
策
室

(

企
画
財
政
課
長
兼
務)

▽
室
長
補

佐
諸
橋
長
年(

行
政
管
理
課
副
参

事
兼
文
書
行
革
係
長)

▽
主
査
佐

藤
義
一(

建
設
課
主
査)

▽
主
査
桐

生
克
章(

同
課
主
任
主
事)

▽
文
書
行
革
係
長
清

◆
行
政
管
理
課

水
正
明(

保
健
福
祉
課
介
護
保
険

係
長)

▽
主
事
平
井
伸
子(

税
務
課

主
事)

▽
副
参
事
兼
国
保
年
金
係

◆
市
民
課

長
佐
々
木
徳
栄(
同
課
国
保
年
金

係
長)

▽
市
民
係
長
椎
谷
衛(

ガ
ス

水
道
局
主
査)

▽
戸
籍
係
長
諏
佐

文
男(

同
課
主
査)

▽
主
査
諏
佐
安

栄(

環
境
衛
生
課
主
査)

▽
主
査
椿

美
枝
子(

企
画
財
政
課
主
査)

▽
主

事
笹
原
真
理
子(

建
設
課
主
事)

▽
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

◆
税
務
課

関
根
利
栄(

保
健
福
祉
課
次
長)

▽

収
納
係
長
矢
沢
伸
夫(

建
設
課
主

査)

▽
主
査
荒
木
隆(

企
画
財
政
課

主
査)

▽
主
事
佐
藤
明
世(

企
画
財

政
課
主
事)

▽
主
事
杉
野
雄
亮(

同

課
主
事
補)▽

参
事
兼
課
長
補
佐
小
林

◆
建
設
課

文
雄(

同
課
長
補
佐
兼
監
理
係
長)

▽
副
参
事
兼
道
路
住
宅
係
長
斎
藤

弘
義(

庶
務
課
施
設
係
長)

▽
監
理

係
長
佐
藤
肇(

農
林
課
主
査)

▽
主

査
佐
藤
昭
夫(

ガ
ス
水
道
局
主
査)

▽
主
任
主
事
川
上
か
お
り(

市
民

課
主
事)

▽
主
事
諸
橋
修
一(

農
林

課
主
事)

▽
副
参
事
兼
農
政
企
画
係

◆
農
林
課

長
片
山
茂(

総
務
課
副
参
事
兼
庶

務
係
長)

▽
主
査
中
村
秀
之(

下
水

道
課
主
査)

▽
主
査
斎
藤
努(

税
務

課
主
任
主
事)

▽
主
任
主
事
長
谷

川
幸
枝(

税
務
課
主
任
主
事)

▽
保
健
福
祉
課
長
兼

◆
保
健
福
祉
課

福
祉
事
務
所
長
大
橋
勇
次(

福
祉

事
務
所
長)

▽
課
長
補
佐
猪
俣
茂

俊(

同
課
長
補
佐
兼
保
健
予
防
係

長)

▽
課
長
補
佐
兼
福
祉
事
務
所

次
長
藤
崎
雅
広(

税
務
課
長
補
佐

兼
管
理
収
納
係
長)

▽
副
参
事
兼

介
護
保
険
係
長
石
原
芳
高(

市
民

課
副
参
事
兼
市
民
係
長)

▽
保
健

予
防
係
長
佐
藤
百
合
子(

税
務
課

主
査)

▽
援
護
福
祉
係
長
大
橋
雅

直(

生
涯
学
習
課
主
査)
▽
主
査
渡

辺
隆
広(

建
設
課
主
査)

▽
主
任
保
育
士
小
林

◆
白
山
保
育
所

真
理
子(

学
校
教
育
課
主
任
保
育

士)

▽
給
食
調
理
員
諸
橋
呈
子(

学

校
教
育
課
管
理
員
兼
指
導
員
補

助)

▽
生
活
環
境
係
長
田

◆
環
境
衛
生
課

辺
保
夫(

農
林
課
主
査)

▽
主
任
主

事
武
士
俣
誠(

行
政
管
理
課
主
事)

▽
副
任
技
工
士
荒
木
実(

同
課
技

工
士)

▽
課
長
補
佐
多
田
喜

◆
商
工
観
光
課

春(

同
課
長
補
佐
兼
商
工
振
興
係

長)

▽
商
工
振
興
係
長
大
橋
勝
栄

(

環
境
衛
生
課
生
活
環
境
係
長)

▽

主
査
酒
井
裕
子(

教
育
セ
ン
タ
ー

主
査)

▽
主
査
波
形
隆
一(

同
課
主

任
主
事)

▽
課
長
河
井
裕(

生
涯

◆
下
水
道
課

学
習
課
長)

▽
次
長
兼
施
設
係
長

◆
ガ
ス
水
道
局

武
士
俣
研
二(

学
校
教
育
課
長
補

佐
兼
学
事
係
長)

▽
副
参
事
兼
業

務
係
長
内
藤
敏
春(

同
局
業
務
係

長)

▽
浄
水
場
長
長
谷
川
孝
夫(

市

民
会
館
管
理
係
長)

▽
主
査
稲
田

浩
市(

農
林
課
主
査)

▽
主
査
佐
藤

金
一(

総
務
課
主
査)

▽
長
谷
川
隆

博(

建
設
課
主
査)

▽
主
任
主
事
山

内
大
輔(

同
局
主
事)

▽
主
任
技
工

士
島
田
信
栄(

同
局
副
任
技
工
士)

▽
副
任
技
工
士
佐
藤
隆
志(

同
局

技
工
士)

▽
副
任
技
工
士
佐
藤
真

人(

同
局
技
工
士)

▽
副
任
技
工
士

山
本
一
與(

同
局
技
工
士)

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
会

◆
会
計
課

計
係
長
山
本
誠
二(

同
課
長
補
佐

兼
会
計
係
長)

▽
主
事
韮
沢
千
絵

子(

保
健
福
祉
課
主
事)▽

主
査(

係
長)

◆
監
査
委
員
事
務
局

佐
藤
弘
俊(

保
健
福
祉
課
援
護
福

祉
係
長)

▽
副
参
事
兼
施
設
係
長
笠

◆
庶
務
課

井
隆(

建
設
課
副
参
事
兼
道
路
住

宅
係
長)

▽
課
長
兼
指
導
主
事

◆
学
校
教
育
課

駒
沢
隆
司
▽
課
長
補
佐
兼
学
事
係

長
村
越
将
高(

ガ
ス
水
道
局
次
長

兼
施
設
係
長)

▽
主
任
保
育
士
諸

橋
あ
つ
子(

白
山
保
育
所
主
任
保

育
士)

▽
主
査
武
樋
雅
子(

庶
務
課

主
任
主
事)

▽
課
長
矢
沢
栄
一

◆
生
涯
学
習
課

(

下
水
道
課
長)

▽
副
参
事
兼
文
化

振
興
係
長
渡
辺
均(

同
課
文
化
振

興
係
長)

▽
所
長
駒
沢
隆
司

◆
教
育
セ
ン
タ
ー

(

学
校
教
育
課
長
兼
務)

▽
次
長
村

越
将
高(

学
校
教
育
課
長
補
佐
兼

務)

▽
主
査
武
樋
雅
子(

学
校
教
育

課
主
査
兼
務)

▽
課
長
韮
沢
伸
一(

保
健

◆
体
育
課

福
祉
課
長)

▽
課
長
補
佐
兼
ス
ポ

ー
ツ
振
興
係
長
渡
辺
龍
彦(

生
涯

学
習
課
長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
長
兼
国
体
準
備
室
長)

▽
国
体

準
備
係
長
飯
浜
勝
昭(

企
画
財
政

課
広
域
行
政
係
長)

▽
主
任
主
事

小
林
将
記(

生
涯
学
習
課
主
事)

▽

主
事
大
久
保
美
和
子(

商
工
観
光

課
主
事)

|||||広報とちお16.4.5|||||

４
月
１
日
付
け(

)

内
は
旧
職

市
職
員
人
事
異
動

ご協力をお願いします
!!牛乳パックの回収を開始

回収日：12月までの毎月第１日曜日10時～12時

回収場所：栄町公民館 問合せ：牛乳パックの会(池) 53 3613-



４
月

日

○
宵

宮

28

（水）

４
月

日

○
大
名
行
列

29

（祝）

午
前
９
時

分

諏
訪
神
社
出
発

30

午
後
４
時
こ
ろ

舞

込

栃
尾
の
春
の
風
物
詩
、
諏
訪
神
社

春
季
大
祭
の
大
名
行
列
は
、
県
内
で

も
第
一
級
の
祭
り
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

雨
天
の
場
合
は
、

※
小
雨
決
行

11

時
か
ら
総
合
体
育
館
で
奴
・
は
や

し
方
の
披
露
と
、
傘
鉾
の
審
査

※
交
通
規
制
に
協
力
を

・
車
両
通
行
止
…

・

日
（
谷
内

28

29

一
〜
秋
葉
ト
ン
ネ
ル
前
交
差
点
）

・
交
通
規
制
…

日
９
時
〜

時
ま

29

11

で
大
町
交
差
点
か
ら
大
野
橋
の
間
。

秋
葉
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
く
だ
さ
い
。

ちゃん韮沢 響
ひびき

（ 泉 ）
４月９日
７カ月児
健診会場で

栃
尾
市
文
化
財
第
一
号
（
風
俗
慣
習
）

大
名
行
列

諏
訪
神
社
春
季
大
祭

３０００個を豪華に展示・即売

てまりまつり栃尾

舞込へ向かうおみこし

手
か
が
り
て
ま
り
は
、
昔
、
絹
を
織
る
山
里
の
女
衆
が
、

絹
の
残
り
糸
を
利
用
し
て
作
っ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
代
々
作
り
つ
が
れ
て
き
た
懐
か
し
い
伝
統
柄
や
、

華
や
か
な
創
作
模
様
の
て
ま
り
な
ど
三
千
個
を
展
示
即
売
す

る
「
栃
尾
て
ま
り
ま
つ
り
」
。

会
場
で
は
手
か
が
り
て
ま
り
の
制
作
実
演
・
体
験
会
も
行

わ
れ
ま
す
。

５月１日(土)と き
～５日(祝)10時～16時
文化センターところ

「こうやって作るんだよ」

健 診 名 月 日 対象者生年月
15年12月生まれ

４ カ 月 児 健 診 ５月11日(火) 16年１月生まれ
１歳６カ月児健診 ５月13日(木) 14年10月生まれ
２歳児歯科健診 ５月20日(木) 14年4･5月生まれ
２歳６カ月児歯科健診 ５月19日(水) 13年４月生まれ
３歳児歯科健診 ５月19日(水) 13年10月生まれ

□予防接種
市民会館２階会 場 ▼

午後１時～１時10分（受付時間）時 間 ▼

種 類 月 日 対象者生年月
ポリオ１回目 15年９～12月５月12日(水)
※母子手帳は忘れずに持参してください。
※予診票は、必ず記入してきてください。
（体温は会場で測っていただきます）

※別冊の「予防接種と子どもの健康」を必ず読
んできてください。

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康に
ついて相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
５月18日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時
◎子育てについて相談のある人は、おいでください。

保健師、助産師、母子保健推進員相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
５月26日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
事前に保健福祉課まで連絡ください。 52-5836

□心の悩み精神保健相談
５月14日(金）午後２時～３時日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町2-2-23）会 場 ▼

長岡地域振興局健康福祉環境部問合せ ▼

33-4931
※事前に予約ください。

□乳幼児健診
保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町2-2-23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、２歳児歯
科健診、２歳６カ月児歯科健
診、３歳児歯科健診では、歯
科健診がありますので健診前
に歯を磨いておいてください。
また、希望者にフッ素塗布を
実施します。
※母子手帳、問診票を忘れずに持
参してください。

平成16年

４.18

人口 ２４,３９３人 男 １１,９３２人 女 １２,４６１人 世帯数 ７,３５８
市のようす

３月末現在

昭
和

年
６
月

日
に
発
生
し
た

39

16

新
潟
地
震
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど

年
。
命
を
守
る
防
災
の
た
め
に
、

40防
災
を
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
、
写
真
・

映
像
・
体
験
談
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

…
住
所
、
氏
名
、
年

▽
写
真
・
映
像

齢
、
電
話
番
号
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

記
入
の
う
え
、
郵
便
書
留
ま
た
は

宅
配
便

…
郵
便
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

▽
体
験
談

(info@niigata1964.jp)

作
品
の
公
表
に
つ
い
て

注
意
事
項

新
潟
地
震
の
写
真
・

映
像
・
体
験
談
募
集

は
、
応
募
者
の
責
任
に
お
い
て
関

係
者
な
ど
の
承
諾
を
必
ず
得
て
く

だ
さ
い
。

新
潟
市
内
各
会
場
を

作
品
の
展
示

予
定

５
月

日

ま
で

応
募
・
問
合
せ

31

（月）

に
新
潟
地
震

周
年
事
業
実
行
委

40

員
会
事
務
局
〒
９
５
０
‐
０
１
９

７
亀
田
町
亀
田
工
業
団
地
２
‐
３

‐
４

北
陸
建
設
弘
済
会
内

０

（社）

２
５
‐
３
８
１
‐
１
１
６
０

自
衛
隊
で
は
、
平
成

年
７
月
採

16

用
の
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
官
を

自
衛
官
７
月
要
員
募
集

募
集
し
て
い
ま
す
。

７
月
１
日
で
満

歳
以

受
験
資
格

18

上

歳
未
満

27

学
科
試
験
、
口
述
試
験
、

試
験
科
目

身
体
検
査
、
適
性
検
査

６
月
上
旬
ま
で

受
付
期
間

６
月
中
旬

試
験
期
日

自
衛
隊
新
潟
地

申
込
み
・
問
合
せ

方
連
絡
部
長
岡
出
張
所

‐
０

33

２
５
６

日
本
郵
政
公
社
は
、
く
ぼ
み
入
り

は
が
き
を
重
度
の
身
体
障
害
者
と
知

的
障
害
者
に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

く
ぼ
み
入
り
は
が
き
の

無
料
配
布

５
月

日

ま
で

受
付
期
限

31

（月）

身
体
障
害
者
…
１
級
ま
た
は

対

象
２
級
の
人
、
知
的
障
害
者
…
療
育
手

帳
に｢

Ａ｣(

ま
た
は
１
度
、
２
度)

と

表
記
さ
れ
て
い
る
人

く
ぼ
み
入
り
通
常
郵

配
付
は
が
き

便
は
が
き

枚
（
１
人
あ
た
り
）

20近
く
の
郵
便
局
に
身
体

申
込
方
法

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を

提
示
し
、
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

栃
尾
郵
便
局

‐
３
２

問
合
せ

52

０
０

交
通
事
故
、
傷
害
、
詐
欺
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
、
犯
人
の
処

罰
を
警
察
官
や
検
察
官
に
求
め
た
が
、

検
察
官
は
不
起
訴
処
分
に
し
て
し
ま

っ
た
。
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
い
。

よ
う
な
場
合
に
は
、
検
察
審
査
会
が

あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
の
あ

る
人
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11

人
の
検
察
審
査
員
が
、
不
起
訴
処
分

に
誤
り
が
な
か
っ
た
か
ど
う
か
な
ど

を
審
査
し
ま
す
。
審
査
の
結
果
に
よ

っ
て
は
、
不
起
訴
処
分
の
見
直
し
を

求
め
ま
す
。長

岡
検
察
審
査
会
事
務
局

問
合
せ

‐
２
１
４
１

35 検

察

審

査

会
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長 岡 圏 域

イベント情報
http://www.kouiki.nagaoka.niigata.jp

【小千谷市】

国指定重要無形民俗文化財｢牛の角突き｣▽

５月３日(祝)と き
小千谷闘牛場（小栗山）ところ
商工観光課 83-3512問合せ

【見附市】
男性ア・カペラコンサート▽

５月９日(日)と き
・ 文化ホール 63-5321ところ 問合せ

【越路町】
スーパードッグスコンペティション▽

in ＫＯＳＨＩＪＩ
５月８日(土)・９日(日)と き
河川公園ところ
企画振興課 92-5902問合せ

【三島町】
第20回三島町西山連峰登山マラソン大会▽

５月16日(日)と き
三島町体育館ところ
大会事務局 42-2221問合せ

【与板町】
楽山苑ライトアップ▽

５月７日(金)～16日(日)と き
楽山苑ところ
企画課 72-3100問合せ

【山古志村】
牛の角突き▽

５月４日(祝)・23日(日)12時～と き
４日…池谷闘牛場ところ
23日…虫亀闘牛場
産業課 59-2330問合せ

広
報
と
ち
お
お
し
ら
せ
版
３

月

日
号
４
ペ
ー
ジ
の
「
平
成

18年
度

健
康
診
査
の
お
知
ら

16せ
」
で
、
「
５
月

日
は
午
後

24

も
健
康
診
査
を
実
施
」
と
掲
載

し
ま
し
た
が
、
「
５
月

日
」

26

に
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

死者 傷者交通事故
３月 4件

16年累計 9件

0 人

1 人

4人

8人 １年間無事故で過ごしましょう！～



こ
の
調
査
は
、
栃
尾
市
を
川
東
地

区
と
川
中
地
区
、
お
よ
び
川
西
地
区

の
３
地
区
に
分
割
し
て
３
年
ご
と
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
川
東

地
区
が
調
査
対
象
と
な
り
、
左
の
表

に
よ
り
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

調
査
に
入
る
前
に
、
町
内
ご
と
に

詳
し
い
日
程
表
を
回
覧
し
て
お
知
ら

◆
平
成

年
度
は
川
東
地
区

16

せ
し
ま
す
。

消
費
機
器
調
査
と
は
、
排
気
ガ
ス

中
毒
を
防
ぐ
た
め
、
屋
内
に
設
置
し

て
あ
る
風
呂
が
ま
と
ガ
ス
湯
沸
器
、

お
よ
び
そ
の
給
排
気
設
備
に
不
備
が

な
い
か
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

ガ
ス
機
器
を
安
全
に
使
用
し
て
い

◆
消
費
機
器
調
査
と
は
？

る
か
、
排
気
筒
に
す
き
間
が
な
い
か
、

給
排
気
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い

る
か
な
ど
を
点
検
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ま
た
、
不
完
全
燃
焼
防
止
機
能
の

付
い
て
い
な
い
小
型
瞬
間
湯
沸
器
に

つ
い
て
も
、
有
毒
な
一
酸
化
炭
素
が

発
生
し
て
い
な
い
か
、
排
気
ガ
ス
の

点
検
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

係
員
が
訪
問
し
て
留
守
の
場
合
、

不
在
連
絡
票
を
置
い
て
き
ま
す
の
で
、

希
望
の
調
査
日
時
を
ガ
ス
水
道
局
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
休
日
や
夜

間
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ガ
ス
水
道
局

問
合
せ

‐
５
８
２
６

52

◆
調
査
希
望
日
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

|||||| |||||(3) 広報とちお おしらせ版 16.4.18

昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
電
動
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
に
補
助
す
る
助
成
事

業
を
、
今
年
度
も
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

市
民
が
自
宅
で
使
用
す
る
電
動
生
ご
み
処
理
機
。
購
入
先
は
、
市
内
の

対

象
販
売
店
ま
た
は
取
扱
店
に
限
り
ま
す
。
昨
年
度
、
同
制
度
を
活
用
し
て
購
入
し

た
世
帯
は
除
く
。

補
助
金
の
額
お
よ
び
台
数
（
１
世
帯
あ
た
り
）

▽
補
助
金
の
額
…
購
入
額
の
半
額
で
、
２
万
円
限
度
▽
補
助
台
数
…
１
基

※
補
助
金
の
額
…
百
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て

申
請
の
受
付
期
間
・
場
所

５
月

日

〜

日

９
時
〜

時

市
役
所
２
階
市
民
ホ
ー
ル

13

（木）

14

（金）

17

５
月

日

以
降
８
時

分
〜

時

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
楡
原
）

17

（月）

30

17

※
購
入
す
る
前
に
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

４
月

日
（
み
ど
り
の

29

日
）
か
ら
５
月
５
日
（
こ

ど
も
の
日
）
ま
で
の
休
日

の
ご
み
収
集
な
ど
の
業
務

は
、
下
の
表
の
と
お
り
で

す
。
（
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

収
集
は
５
月
１
日

の
み

（土）

通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
）

ま
た
春
の
粗
大
ご
み
の

収
集
は
、
５
月

日

か

17

（月）

ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

詳
し
い
日
程
は
、
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
ゴ
ミ
収
集

◆
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
補
助

環
境
衛
生
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ

‐
２
４
７
７

53

クリーンセンター
ごみ収集 (ゴミの持込み)

休み 休み
４/29(木)
みどりの日

通常どおり
４/30(金) 通常どおり 受 付

午前中のみ
５/１(土) 通常どおり 受 付

休み 休み５/２(日)

休み 休み
５/３(月)
憲法記念日

休み 休み
５/４(火)
国民の休日

５/５(水) 燃えるごみ 午後４時まで
こどもの日 のみ収集 受 付

と

の

ガ
ス
漏
れ

給
排
気
設
備

調
査
に
伺
い
ま
す

ガ
ス
水
道
局
は
、
都
市
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る
需
要
家
を
対
象
に
三

年
に
一
度
、
ガ
ス
漏
れ
と
ガ
ス
消
費
機
器
の
調
査
（
ガ
ス
機
器
の
給
排

気
設
備
の
調
査
）
に
伺
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
ガ
ス
を
安
心
し
て
使
用
す
る
た
め
の
大
切
な
調
査
で

す
。
協
力
く
だ
さ
い
。

【調査日程表】
町 名 調査月
平 ４月・５月

東 が 丘 ５月・６月
金 沢 ６月・７月
原 町 ７月・８月

８月・９月巻 渕
吉 水

９月・10月上 樫 出
下 樫 出

10月・11月二 ツ 郷 屋
山屋・陶山
明 戸
人 面 11月・12月
山 口
熊 袋
二 日 町 12月・１月
下 塩
沖 布
天 平 １月・２月
塩 新 町

２月・３月大 野 原
滝 之 口

ガスの安全使用
●ガス漏れに気づいたら、直
ちにガス水道局へ連絡くだ
さい。

●ゴム管や排気筒は、日ごろ
から点検しましょう。

道の駅｢Ｒ290とちお｣

休憩コーナー
◆渡辺典夫写真展「雪山の守門岳」

4 ／30(金)～５／23(日)

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
「
お
り
な

す
」
で
行
う
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
」

パ
ソ
コ
ン
の
構
成
や
文
字

内

容
入
力
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子

メ
ー
ル
を
学
習
し
ま
す
。

５
／

・

・

と

き

11
（火）

13
（木）

18
（火）

・

・

・

、
い
ず
れ

20
（木）

25
（火）

27
（木）

教
室
・
講
座

お
り
な
すパ

ソ
コ
ン
講
座

も

時
〜

時

19

21
四
千
円(

テ
キ
ス
ト
代
別)

受
講
料

人
（
先
着
順
）

定

員

20

開
催
日
７
日
前

申
込
み
・
問
合
せ

ま
で
に
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り

な
す

‐
１
３
３
１

51５
月
〜

月
の
第
１
日
曜

と

き

11

日

全
７
回
、

時
〜

時

13

16

美
術
館｢

ア
ト
リ
エ｣

と
こ
ろ

穂
苅
春
雄
さ
ん

講

師

高
校
生
以
上

対

象

人
程
度
（
先
着
順
）

定

員

10

｢

日
本
画
講
座｣受

講
者
募
集

五
千
円(

新
規
受
講
者
の

受
講
料

み)

４
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

23

（金）

ら
受
講
料
を
添
え
て
美
術
館

‐
53

６
３
０
０

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
い
い
汗
を
流

し
、
健
康
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

５
月

日

〜
７
月

日

と

き

12

（水）

21

全

回
、
９
時

分
〜

時

（水）

10

30

11

分
30

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

体
育
指
導
委
員

講

師

歳
以
上

対

象

60
人
程
度

定

員

60八
百
円
（
保
険
料
）

参
加
費

運
動
で
き
る
服
装
、
内
履
き

持
ち
物

４
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

28

（水）

で
に
参
加
費
を
添
え
て
総
合
体
育

館

‐
５
５
７
１

52

世
代
を
超
え
て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
体
感
し
ま

し
ょ
う
。

５
月
〜
来
年
２
月
の
第
２

と

き
・
４
土
曜
日
、

時

分
〜

時

13

30

16

分
30 わ

く
わ
く

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

す
こ
や
かス

ポ
ー
ツ
教
室

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

体
育
指
導
委
員

講

師

市
内
に
通
学
・
通
勤
し
て

対

象
い
る
小
学
生
以
上

子
ど
も
…

人
、
大
人
…

定

員

50

人
（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

30

子
ど
も
…
五
百
円
、
大
人

参
加
費

…
千
円
（
い
ず
れ
も
保
険
料
な

ど
）

運
動
で
き
る
服
装
、
内
履
き

持
ち
物

４
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

30

（金）

で
に
参
加
費
を
添
え
て
総
合
体
育

館

‐
５
５
７
１

52

初
心
者
を
対
象
に
カ
メ
ラ
の
仕
組

み
、
撮
影
技
術
の
基
礎
な
ど
を
学
ぶ

写
真
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

５
月

日

〜
来
年
２
月

と

き

27

（木）

日

全

回
コ
ー
ス
、

時

24

（木）

18

19

〜

時

分

21

30文
化
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

小
林
敬
次
郎
さ
ん

講

師

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
持
っ

対

象
て
い
る
写
真
初
心
者

人
（
先
着
順
）

定

員

15月
額
千
円

受
講
料

※
受
講
料
の
ほ
か
に
、
教
材
費
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

４
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

26

（月）

ら
公
民
館

‐
２
０
２
０

52

初
心
者
写
真
講
座

Ａ
「
よ
も
ぎ
団
子
と

フ
ル
ー
ツ
大
福
づ
く
り
」

Ｂ
「
ハ
イ
キ
ン
グ
」
大
野
方
面

Ａ
…
４
月

日

、
Ｂ
…

と

き

25

（日）

５
月

日

、
い
ず
れ
も
９
時
〜

15

（土）

時
12

Ａ
…
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

集
合
、
Ｂ
…
文
化
セ
ン
タ
ー
集
合

小
学
生
以
上

対

象

各
コ
ー
ス

人(

先
着
順)

定

員

20

Ａ
…
五
百
円
、
Ｂ
…
二
百

参
加
費

円

Ａ
…
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
な

持
ち
物

ど
、
Ｂ
…
飲
み
物
・
お
や
つ
な
ど

４
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

22

（木）

ら
参
加
費
を
添
え
て
公
民
館

‐
52

２
０
２
０５

月

日

８
時

分
文

と

き

16

（日）

30

化
セ
ン
タ
ー
前
出
発

新
潟
市
方
面

行
き
先

人
（
先
着
順
）

定

員

35三
千
円
（
昼
食
・
保
険
料
）

参
加
費

句
作
の
用
具

持
参
品

４
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

23

（金）

ら
参
加
費
を
添
え
て
公
民
館

‐
52

２
０
２
０

俳
句
吟
行
会

あ
そ
び
じ
ゅ
く
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今年から、小さいがんでも発見できるマンモグ
ラフィ（乳房レントゲン撮影）併用検診を実施し
ます。

40歳以上の女性対象者
480人(先着順)定 員
従来の視触診とマンモグラフィ内 容
2,500円負担金

検診日・会場
期 日 会 場

７月12日(月)
23日(金) 市民会館

８月26日(木)
９月１日(水) 産業交流センターおりなす

…９時30分～11時、13時30分～15時◎時間
４月26日(月)から保健福祉課保申込み・問合せ

健予防係 ５２‐５８３６

乳がん検診のお知らせ

新潟県立万代島美術館１周年記念

ディック・ブルーナ展
と き：５月11日(火)～６月13日(日)10時～17時30分、月曜休館

入場料：一般800円ほか 問合せ：万代島美術館 025 290 6655- -



加
工
情
報
の
公
開
の
た
め
不
服
申

立
て
が
１
件
あ
り
、
「
部
分
公
開
」

の
決
定
を
し
ま
し
た
。

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
、
市
内
に

事
業
所
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
、
市

内
の
事
業
所
な
ど
に
勤
務
お
よ
び
学

校
に
在
学
し
て
い
る
人
、
市
が
行
う

事
業
に
具
体
的
な
利
害
関
係
を
持
っ

て
い
る
人
が
請
求
で
き
ま
す
。

個
人
情
報
の
開
示
な
ど
の
請
求
は
、

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
人
で
あ
れ
ば
、
自
分
自
身
の
個

人
情
報
の
閲
覧
ま
た
は
そ
の
写
し
の

交
付
な
ど
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

３
回
開
催
し
ま
し
た
。

行
政
管
理
課
文
書
行
革
係

問
合
せ
‐
２
１
７
５

52

不
服
申
立
て
の
件
数
と
決
定
状
況

◆
個
人
情
報
開
示
の
請
求
と

決
定
状
況

請
求
件
数

請
求
で
き
る
人

◆
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
の
開
催
状
況

情
報
公
開
請
求
が
で
き
る
人

|||||| |||||(5) 広報とちお おしらせ版 16.4.18

市
は
、
「
情
報
公
開
条
例
」
と
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
制
定
し
、

市
民
参
加
に
よ
る
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
を
目
的
に
、
情
報
公

開
お
よ
び
個
人
情
報
の
開
示
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
制
度
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
度
実
施
状

況
を
公
表
し
ま
す
。
平
成

年
度
の
実
施
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

15

情報公開請求 情報公開申出
請 処理状況 不 申 処理状況 不

公 部 非 服 公 部 非 服実 施 機 関 求 出
分 申 分 申公 公
公 立 公 立件 件

数 開 開 開 て 数 開 開 開 て
27 27 1市 長
2 2教 育 委 員 会
1 1選挙管理委員会

監 査 委 員
公 平 委 員 会
農 業 委 員 会
固定資産評価
審 査 委 員 会
ガ ス 水 道 局
消 防 長

2 2議 会
32 32 1合 計

※市の情報公開条例は、実施機関が平成13年４月１日以降に作成、または
取得した公文書を対象としていますが、それ以前に作成、または取得し
た公文書についても公開の申出として応じるよう努めています。

お
よ
び

情
報
公
開

個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

平成
１5年度

◆情報公開の請求と決定状況

市
長
と
語
ろ
う

市
民
対
話
集
会

昨年の市民対話集会

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、市
長
と
市
民
の
対

話
集
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。

対
話
集
会
で
は
市
長
が
直

接
、
参
加
者
の
ご
意
見
や
ご
質

問
を
お
聞
き
し
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
気
軽
に
参
加
い
た
だ

き
、ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

日

程月

日

会

場

４
月

日

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り
な
す｢

第
１
・
２
会
議
室｣

23

（金）
日

文
化
セ
ン
タ
ー
「
大
会
議
室
」

24

（土）
日

西
谷
地
区
開
発
セ
ン
タ
ー

（
北
荷
頃
）

28

（水）
日

ま
ん
さ
く
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
西
野
俣
）

30

（金）

５
月
６
日

ふ
る
さ
と
会
館
（
西
中
野
俣
）

（木）
日

入
東
谷
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
（
上
来
伝
）

11

（火）
日

文
化
セ
ン
タ
ー
「
大
会
議
室
」

13

（木）

※
時
間
は
、
い
ず
れ
の
会
場
も
午
後
７
時
〜
８
時

分
の
予
定

30

で
す
。企

画
財
政
課
企
画
調
整
係

‐
５
８
１
６

問
合
せ

52

錦 鯉 即 売 会 と き：５月５日(祝)

ところ：産業交流センター｢おりなす｣前

農林課内錦鯉組合事務局
問合せ：

52-5847

市
は
、
経
済
情
勢
が
厳
し
い

中
、
経
営
努
力
を
重
ね
て
い
る

地
場
産
業
の
繊
維
業
界
を
は
じ

め
と
し
た
工
業
、
お
よ
び
商
業

の
振
興
に
対
し
て
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
内
容
を
検
討
の
う

え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
産
業
振
興
奨
励
事
業
の
問
い

合
わ
せ
は
商
工
観
光
課

‐
52

５
８
２
７
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商
工
業
活
性
化

支
援
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

○
取
扱
金
融
機
関
お
よ
び
問
合
せ
先

名

称

電
話
番
号

　
第
四
銀
行
栃
尾
支
店

‐
１
１
１
１

52

　
北
越
銀
行
栃
尾
支
店

‐
２
１
１
１

52

長
岡
信
用
金
庫
栃
尾
支
店

‐
１
１
２
２

52
‐
３
６
４
６

越
後
な
が
お
か
農
業
協
同
組

52

合
栃
尾
市
内
各
支
店

　
大
光
銀
行
見
附
支
店

‐
１
６
６
０

62

栃
尾
市
役
所
商
工
観
光
課

‐
５
８
２
７

52

栃
尾
商
工
会

‐
４
１
９
１

52

栃
尾
織
物
工
業
協
同
組
合

‐
３
１
１
１

52

… 産業振興奨励事業 …
事業名 要 件 奨 励 措 置

・５人以上の新たな雇用が ・貸付額は５百万円以
見込まれること 上（８億円を限度）

・貸付対象費用の総額（用 とする地域総合
地取得費を除く）が２千 ・貸付利率は無利子整備資金
５百万円以上 ・償還は15年以内（５貸付事業

年以内の据置期間を
含む）

・工場新設⇒投下固定資産 ・３年間固定資産税の
総額が３千万円を超えか 免除
つ、従業員が７人以上 ・５年間年利率１％の

・工場拡張⇒投下固定資産 利子補給
総額が３千万円を超えか工場設置
つ、増加する従業員が５奨励事業
人以上

・工場移転⇒投下固定資産
総額が２千万円を超える
もの。または従業員数が
５人以上の事業所の移転

・繊維関連の設備費が200万 ・５年間年利率１％の繊維関連
円以上（３億円限度）で 利子補給産業設備
あること近代化奨

励事業

……… 栃 尾 市 制 度 融 資 ………
（平成16年4月1日現在）

融 資 条 件
制 度 名 融 資 対 象 融資利率 信用保証料の補給率資金使途 限度額 融資期間

( )信保付

1,000万円 33％地方産業育成 ○市内に住所または事業所を有し、指定された業種 運転:5年以内運転資金 年2.45％
の中小企業者 設備:7年以内資金 設備資金 (年1.95％)
○市内に住所または事業所を有し、引き続き１年以中

1,000万円 5年以内 ・借入金額500万円以小 経営改善 上同一事業を営む中小企業者で、次のすべての条 運転資金 年2.05％
下は100％企 資金 件を満たすもの 設備資金

・信用保証対象業種 ・本制度融資償還完済のこと業

・500万円を超え1,000振 ○市内に住所または事業所を有し、引き続き１年以

設備資金 3,000万円 10年以内 万円以下は50％興 共同施設 上同一事業を営む中小企業者の組合または団体で、 年2.05％
次のすべての条件を満たすもの資 事業資金
・信用保証対象業種 ・本制度融資償還完済のこと金
○市内に住所または事業所を有し、引き続き１年以
上同一事業を営む小企業者で、次のすべての条件

300万円 年1 85％ 3年以内 100％小企業経営改 を満たすもの 運転資金 .
・常用従業員数が商業、サービス業は２人以下、製 設備資金善資金
造業は５人以下のもの
・信用保証対象業種 ・本制度融資償還完済のこと
○市内に１年以上居住している個人、または市内で
１年以上事業を営んでいる会社で、次のいずれか
の条件に該当するもの
・個人で、借入金と同額以上の自己資金を有し、市

・借入金額500万円以内で新たな事業を開始、または市内に新たな会社

下は100％を設立しようとするもの
・個人で、市内で事業を開始して１年を経過してい 運転資金 年2.00％ 運転:5年以内新規創業支援 1,000万円

・500万円を超え1,000資金 ないもの。または、会社を設立して１年を経過し 設備資金 (年1.55％) 設備:7年以内

万円以下は50％ていないもの
・会社で市内に新たな会社を設立しようとするもの
・会社で市内に新たな会社を設立し、１年を経過し
ていないもの
・県中小企業創業支援資金融資を受けたもの
・信用保証対象業種
○市内に住所または事業所を有し、引き続き１年以 年2.10％ ・借入金額500万円以
上同一事業を営んでいる中小企業者（ただし、風 (年1.60％) 下は100％
俗関連業種、サービス業のうち娯楽業および医療 融資期間５ ・500万円を超え1,000不況対策緊急 運転資金 3,000万円 7年以内
業を除く）で、次の条件を満たすもの 年超の場合 万円以下は50％資金

・最近３ヵ月の売上高が、過去３年間のいずれかの 年2.20％ ・1,000万円超え3,000
年の同期の売上高に比較して減少しているもの (年1.70％) 万円以下は33％

※保証人・担保は、取扱金融機関の定めるところによる。
※いずれの制度融資も、市税完納が条件で、融資期間には６カ月以内から１年以内の据置期間が含まれます。

市は栃尾市制度融資利用事業者に対し
信用保証料の補給を行っています（補給率は上表のとおり）



題

「
歩
み
」

※
「
歩｣

の
文
字
を
使
用
し
て
い
れ

ば
「
歩
道｣

、
「
進
歩｣

の
よ
う
な

音
読
み
で
も
、
ま
た｢

歩
む｣

、

｢

歩
く｣

ま
た
は
こ
れ
ら
の
活
用
形

で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
要
領

　
自
作
の
歌
一
人
一
首
（
未
発
表
）

　
半
紙
（
習
字
用
）
に
毛
筆
で
自
筆
。

た
だ
し
、
病
気
や
身
体
障
害
で
代

筆
の
場
合
は
、
別
紙
に
代
筆
の
理

由
・
代
筆
者
の
住
所
・
氏
名
を
書

き
、
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

で
印
字
す
る
場
合
は
、
機
器
を
使

用
し
た
理
由
を
書
き
、
詠
進
歌
に

添
付
す
る
。
視
覚
障
害
の
人
は
点

字
も
可

　
書
式
は
次
の
よ
う
に
縦
書
き
で
、

職
業
は
具
体
的
に
、
ま
た
無
職
の

場
合
は
「
無
職｣(

な
る
べ
く
元
の

職
業
を
）
、
主
婦
は
「
主
婦
」
。

平
成

年
歌
会
始

17お
題
お
よ
び
詠
進
歌

一
人
で
二
首
以
上
の
詠
進

注

意
や
歌
会
始
以
前
に
発
表
、
詠
進
要

領
に
よ
ら
な
い
場
合
は
失
格
と
な

り
ま
す
。９

月

日

ま
で
に
〒
一

詠

進

30

（木）

〇
〇
‐
八
一
一
一

宮
内
庁
（
封

筒
に
詠
進
歌
と
明
示
）

切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封

問
合
せ

筒
を
添
え
て
９
月

日

ま
で
に

20

（月）

宮
内
庁
式
部
職

http://www.kunaicho.go.jp/
12/d12-03.html

謙
信
公
ゆ
か
り
の
史
跡
ガ
イ
ド
や

思
い
出
の
栃
尾
織
物
（
着
物
）
の
展

示
、
栃
尾
な
ら
で
は
の
食
を
提
供
す

る
茶
屋
を
楽
し
み
な
が
ら
雁
木
を
歩

い
て
く
だ
さ
い
。

５
月
１
日

〜
５
日

と

き

（土）

（祝）

新
町
、
大
町
、
表
町
、
谷

と
こ
ろ

内
周
辺

観
光
協
会

‐
１
１
９

問
合
せ

51

５

５
月

日
か
ら
毎
週
火
曜

と

き

11

日

時

分
〜

時

分

16

30

17

30

…
４
月

日

時

※
無
料
体
験
日

27

（火）
16

分
〜

時

分

30

17

30

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

年
中
園
児
〜
小
学
校
３
年

対

象
生
ま
で
の
男
女

年
中
園
児
〜
小
１
ク
ラ
ス

定

員人
、
２
・
３
年
ク
ラ
ス

人

20

20

（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

ド
リ
ブ
ル
、
パ
ス
、
シ
ュ

内

容
ー
ト
な
ど
の
基
本
的
動
作
ほ
か

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
ス

講

師
ク
ー
ル
ス
タ
ッ
フ

入
会
費
五
千
円
、
月
会
費

参
加
費

五
千
円
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
五
百
円
、

と
ち
お
町
め
ぐ
り

〜
雁
木
あ
い
ぼ
〜

新
潟
ア
ル
ビ
・
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル

そ
の
ほ
か
用
具
代
（
希
望
制
）

運
動
で
き
る
格
好
、
内
履

持
ち
物

き
、
着
替
え
、
水
筒
な
ど

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

申
込
み
・
問
合
せ

ー
ル
協
会
・
山
内
０
９
０
‐
７
５

２
８
‐
８
２
８
６

５
月

日

時

分
〜

と

き

29

（土）
13

30

栃
尾
郷
病
院

と
こ
ろ

｢

食
中
毒
の
予
防
と
手
洗

テ
ー
マ

い
」

食
中
毒
に
つ
い
て
の
知
識

内

容
と
予
防
方
法
、
手
洗
い
の
仕
方
に

つ
い
て
講
話
と
体
験
で
学
び
ま
す
。

感
染
症
予
防
に
も
役
立
ち
ま
す
。

地
域
保
健
講
座

栃
尾
郷
病
院
の
検
査
技
師
、

講

師
栄
養
士
な
ど

百
円
（
資
料
代
）

参
加
費

栃
尾
郷
病
院
地

申
込
み
・
問
合
せ

域
保
健
講
座
係

‐
２
１
８
１

52
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書式図（横長）

お
題

「
歩
み
」

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

(

山
折
り)

住

所

〒

電
話
番
号氏

名

ふ

り
が

な

生
年
月
日

職

業

平成16年４月１日以後開始する課
税期間から、事業者免税点制度の適
用上限が課税売上高1,000万円(現行
3,000万円)に、簡易課税制度の適用
上限が課税売上高5,000万円(現行２
億円)に引き下げられました。

長岡税務署 ３５‐２０７６問合せ

消費税が変わりました

３
月
１
日
発
生
し
た
北
荷
頃
地
内
の
地
滑
り
に
伴
い
、
林
道
吹
谷
線
に

崩
壊
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
一
部
区
間
を
通
行
止
め
に
し
ま
し
た
。

農
林
課
林
政
係

‐
５
８
４
７

問
合
せ

52

林
道
吹
谷
線
は

当
分
の
間
通
り
抜
け
で
き
ま
せ
ん

５
月

日

時
〜

と

き

18

（火）
10

12

時

分
・

時

分
〜

時

30

13

30

15

30

分

市
民
会
館

と
こ
ろ

※

・

献
血
に
協
力
く
だ

200
ml

400
ml

さ
い

保
健
福
祉
課
保
健
予
防

問
合
せ

係

‐
５
８
３
６

52

年
中
無
休(

大
晦
日
、

と

き
元
旦
は
休
み)
９
時

分
〜

30

17

時

長
岡
市
喜
多
町
１
１
１

と
こ
ろ

３
‐
１

※
成
分
献
血
に
協
力
く
だ
さ
い

０
１
２
０
‐
０
５
６

問
合
せ

ﾌﾘｰ

‐
３
３
９

愛
の
献
血
に
協
力
く
だ
さ
い

◎
長
岡
き
た
ま
ち

献
血
ル
ー
ム

◎
献
血
バ
ス
が

や
っ
て
き
ま
す

美術館からのお知らせ
「栃尾市美術の今 2004」５月30日(日)まで好評開催中！ 月曜休館
※５月３日(月)は休まず開館します 問合せ：美術館 53-6300

５
月
２
日

時

分
〜

と

き

（日）
12

30

（
小
雨
決
行
）

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り

と
こ
ろ

な
す
芝
生
広
場

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
人

対

象

個
人
戦

ホ
ー
ル
の

競
技
方
法

32

合
計
打
数五

百
円
（
保
険
料
な
ど
）

参
加
費

申
込
書
に
よ
り

申
込
み
・
問
合
せ

４
月

日

午
後
５
時
ま
で
に
参

26

（月）

加
費
を
添
え
て
総
合
体
育
館

‐
52

５
５
７
１５

月

日

〜

月
末
日

と

き

30

（日）

11

の
木
曜
日
ま
た
は
土
曜
日

時
19

30

分
〜

総
合
体
育
館
ま
た
は
秋
葉

と
こ
ろ

中
学
校
体
育
館

次
の
い
ず
れ
の
条
件
も
満

対

象

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

参
加
チ
ー
ム
募
集

催

し

回
市
民

第
17

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

そ
の
他

た
す
人

▽
高
校
生
以
上
で
市
内
ま
た
は
見
附

市
に
在
住
・
勤
務
す
る
人

▽
今
年
秋
に
開
催
予
定
の
新
潟
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
・
プ
レ
シ
ー
ズ
ン
マ

ッ
チ
に
協
力
で
き
る
人

１
チ
ー
ム
五
千
円

参
加
費

試
合
日
程
・
競
技
方
法
な

そ
の
他

ど
は
、
参
加
チ
ー
ム
と
主
催
者
で

協
議
し
決
定
し
ま
す
。

５
月
９
日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

（日）

で
に
参
加
費
を
添
え
て
協
会
事
務

局
・
三
沢

０
９
０
‐
２
３
１
９

‐
５
６
０
０

｢

ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
」
は
、
誰
に
で

も
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

◆
「
ユ
ニ
テ
リ
ー
ズ
」

毎
週
火
曜
日

時

分

練
習
日

19

30

〜

時

分

21

30中
学
生
以
上

対

象

入
会
金
…
千
円
、
会
費

参
加
費

…
月
額
二
百
円
ほ
か

◆
「
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」

毎
週
金
曜
日

時

分

練
習
日

19

30

〜

時
21

４
歳
〜
小
学
６
学
生

対

象

入
会
金
…
無
料
、
会
費

参
加
費

…
月
額
四
百
円
ほ
か

総
合
体
育
館

練
習
場
所

ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

総
合
体
育
館

申
込
み
・
問
合
せ

‐
５
５
７
１
ま
た
は
協
会
事
務

52局
・
五
十
嵐

‐
３
８
２
２

53

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

練
習
日

▽
園
児
（
５
歳

対
象
・
練
習
時
間

児
か
ら
）
・
初
心
者
…

時
〜

19

20

時

分
▽
小
学
生
低
学
年
…

時

30

19

分
〜

時
▽
小
学
生
高
学
年
〜

30

21

中
学
生
…

時

分
〜

時

分

19

30

21

30

総
合
体
育
館

練
習
場
所

月
額
二
千
円

会

費

協
会
事
務
局
・

申
込
み
・
問
合
せ

齊
藤

０
９
０
‐
９
７
４
６
‐
８

８
３
５

５
月

日

〜
６
月

日

と

き

10

（月）

11

の
毎
週
月
・
金
曜
日

全

回
、

（金）

10

時
〜

時

分

19

21

30

市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
刈
谷

と
こ
ろ

田
中
学
校
と
な
り
）

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

対

象
す
る
テ
ニ
ス
の
初
心
者
、
初
級
者

三
千
円
（
保
険
料
を
含
む
、

参
加
費

初
回
時
に
会
場
に
て
）

５
月
６
日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

（木）

で
総
合
体
育
館

‐
５
５
７
１

52

栃
尾
空
手
道
会会

員
募
集

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

出
発
日
・
対
象

５
月

日
ま
で
の

４
月

日
28

（水）

28

更
新
者
（
栃
尾
警
察
署
バ
ス
停

優
良
運
転
者
の
免
許
更
新
に

バ
ス
を
運
行
し
ま
す

９
時
発
）

５
月
９
日
〜
７
月

６
月
９
日
（水）

９
日
の
更
新
者

往
復
千
円

負
担
金

出
発
日
の
２
日
前
ま
で
に

申
込
み

交
通
安
全
協
会

‐
５
２
１
３

52
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林
道
道
院
線
（
２
車
線
、
上
来
伝
か
ら
）
で
快
適

に
道
院
高
原
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ブ
ナ
の
新
緑
が
鮮
や
か
な
道
院
高
原
を
、
ぜ
ひ
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
栃
堀
か
ら
の
県
道
二
分
栃
尾
線
は
、
除
雪
作
業
の

た
め
５
月
末
ご
ろ
ま
で
通
行
止
め
で
す
。

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

（
中
止
の
場
合
あ
り
）

○
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
体
験

と

き

４
月

日

〜
５
月
５
日

28

（水）

（祝）

○
子
ど
も
絵
画
展
（
無
料
）

と

き

５
月
１
日

〜
５
日

（土）

（祝）

と
こ
ろ

ロ
ッ
ジ
道
院

○
ぶ
ら
〜
り
か
ん
じ
き
散
策
（
要
予
約
）

と

き

５
月
１
日

〜
５
日

（土）

（祝）

内

容

道
院
高
原
の
秘
境
を
散
策

参
加
費

１
泊
２
食
付
、
大
人
…
八
千
四
百
円
、

小
人
…
七
千
三
百
五
十
円

○
箱
カ
メ
ラ
作
り
体
験
（
要
予
約
）

と

き

５
月
５
日
（祝）

参
加
費

千
円
（
フ
ィ
ル
ム
、
現
像
代
）

（
要
予
約
）

日
帰
り
プ
ラ
ン

昼
食
に
ド
リ
ン
ク
が
付
い
た
、
お
得
な
プ
ラ
ン
を

用
意
し
ま
し
た
。道

院
高
原

‐
２
１
２
０

予
約
・
問
合
せ

58

ﾌﾘｰ

０
１
２
０
‐
３
３
０
７
７
３

４月28日(水)

道院高原オープン

公民館図書室 開館時間を延長
月曜日～金曜日 午前10時～午後７時(祝日は午後５時まで)

土曜日・日曜日 午前10時～午後５時 問合せ： 58-3050
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